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CONTENTS

トーチ工法は、１００年の歴史をもつ熱アスファルト防水を起源に

しています。そして省力化・省資源化・環境問題など、今日的な

問題にたいして、田島ルーフィングの明確な回答がトーチ工法です。

すなわち、改質アスファルトのすぐれた耐候性や耐久性があって、

トーチ工法が、はじめてアスファルト防水にならぶ防水工法に

進化したのです。

トーチ工法の評価は、実績という形に姿を替えて、いまや官公庁

の標準仕様にも採用され、民間においても数々の重要度の高い

建物に使われています。

田島ルーフィングは、トーチ工法を含む改質アスファルト防水分野

において、常にトップメーカーとしてのプライドを持ちつづけています。

「さらに一歩前」を合い言葉に、豊富な経験とオリジナルな技術を

トーチ工法に取り込んで、建築の分野のみならず、屋上緑化など

にも果敢に取り組んでいきます。
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３ ４

仕様番号の意味

仕様番号の見かた

共通タイトル

工 法 名

積 層 数

仕上げの種類

改修工事の場合
（既存防水種別
 と処理方法）

ポリマリット防水

Ｃ
Ｓ
Ａ

スレート砂仕上げ
細砂仕上げ
別途押え材使用

仕
様
選
択
表

オ
リ
ジ
ナ
ル
複
層
工
法

ト

チ
基
本
工
法

新築・改修

新築・改修

新築・改修

新築・改修

改 修

改 修

工法名・解説ページ種 別 断 熱形 態工法概要 仕様番号 下 地用 途 断熱材 層 数 表 面 仕上げ 仕様表ページ

ＳＴ工法
Ｐ7～P8

Ｔ工法
Ｐ9～P10

ＭＴ工法
Ｐ7～P8

Ｐ11～Ｐ12

Ｐ13～Ｐ14

Ｐ15～Ｐ16

Ｐ17～Ｐ18

Ｐ17～Ｐ18

Ｐ15～Ｐ16

ＰＳＴ－20C

ＰＳＴ－20Ｓ

ＰＳＴ－300C

ＰＳＴ－300Ｓ

ＰＳＴ－200C

ＰＳＴ－200Ｓ

ＰＳＴ－20ＬC

ＰＳＴ－20ＬＳ

ＰＳＴ－20ＧC

ＰＳＴ－20ＧＳ

ＰＭＴ－20Ａ

ＰＭＴ－200Ａ

ＰＴ－20C

ＰＴ－20Ｓ

ＰＴ－15C

ＰＴ－15Ｓ

ＰＴ－10C

ＰＴ－10Ｓ

ＰＴ－10ＬC

ＰＴ－10ＬＳ

ＰＴ－20Ａ

ＰＴ－200Ａ

－

－

ポリウレタンフォーム

ポリウレタンフォーム

ポリウレタンフォーム

ポリウレタンフォーム

－

－

－

－

－

ポリスチレンフォーム

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ポリスチレンフォーム

2層

2層

防湿層＋2層

防湿層＋2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

2層

穴あき＋1層

穴あき＋1層

1層

1層

1層

1層

2層

2層

スレート砂

細砂

細砂

細砂

細砂

細砂

細砂

細砂

細砂

細砂

スレート砂

スレート砂

スレート砂

スレート砂

○
○
○
○

○

○

スレート砂

スレート砂

スレート砂

スレート砂

コンクリート

またはモルタル

コンクリート

またはモルタル

コンクリート

またはモルタル

コンクリート

またはモルタル

砂付ルーフィング

砂付ルーフィング

合成高分子防水

合成高分子防水

砂付ルーフィング

絶縁クロス敷き

（  ）別途費用

絶縁クロス敷き （押えコンクリート）

（押えコンクリート）

保護塗料

 ＳＰカラー

第1層目はむろん、複層工法の第2層目もトーチ・オンのトー
チ工法の基本形。バーナーにより十分に熱溶融することで、
水密性に優れた防水層が得られます。

全面自着型の第1層目シートの上に、第2層目をバーナーで
貼る、自着＆トーチの複層工法です。工期短縮で、かつ高グレ
ードの防水層が得られます。

通気性のある第1層目ルーフィングを自着施工、第2層目はト
ーチ・オンの複合2層工法です。スピーディな施工で、防水層
のフクレを防止します。

Ｐ Ｓ Ｔ － 20 Ｌ Ｓ

ポリマリット
全仕様共通

積層数

改修工事の場合の既存
防水の種別と処理方法

工法名 仕上げの種類

田島のトーチ…ポリマリット防水はオリジナルが中心

ＳＴ
ＭＴ
Ｔ
10
15
20

200
300

ストライプ型自着＋トーチ・オン
全面自着＋トーチ・オン
トーチ・オン
1層
穴あきルーフィング＋1層
2層

断熱工法2層
防湿層つき断熱工法2層

Ｐ

露
出
防
水

露
出
防
水

押
え

押
え

屋上緑化システムＧウェイブ／Ｇウェイブ・エコムを

ご検討される場合は、専用カタログ「グリーンルーフ・

ストーリー」をご参照ください。

防水工法についてはご相談ください。 アスファルト露出＋リベース
合成高分子露出＋各種プライマー

Ｌ
Ｇ

改修工事の場合、とくに劣化程度が悪くない限り、既存の防水
層の上に新しいポリマリット防水を被せる「かぶせ工法」を選
びます。その場合、既存防水の表面処理方法に違いがでます。
既存防水層を撤去した場合は新築仕様を採用してください。

SPファインカラー

SPクリーンカラー
SPミッドカラー

SPサーモコート

保護塗料

保護塗料

SPファインカラー

SPクリーンカラー
SPミッドカラー

SPサーモコート

屋上緑化システムＧウェイブをご検討される場合は、

専用カタログ「グリーンルーフ・ストーリー・プラス」

をご参照ください。

防水工法についてはご相談ください。

硬質ウレタンフォーム

硬質ウレタンフォーム

硬質ウレタンフォーム

硬質ウレタンフォーム

（p.13参照）
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鉱物質紛粒

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

溶融性フィルム

合成繊維不織布

改質アスファルト層

溶融性フィルム

改質アスファルト層

スレート砂

改質アスファルトシートは、基材となる合

成繊維不織布に、高品質改質アスファルト

を含浸・コーティングしたスーパールーフ

ィングシートです。

この強靱な基材と改質アスファルトが、優

れた防水性能を発揮するとともに、高い

耐久性と、防水施工における省層化・省力

化に貢献しています。

従来、キャップシートといえば砂付仕上げ

が当たりまえ。改質アスファルトの秀でた

耐久性は、露出防水の表面に、必ずしも砂

付仕上げを必要としなくなりました。

細砂状の鉱物質粉粒に覆われたフラット

な仕上げは、多様な塗料仕上げを可能に

しました。

常に過酷な外気にさらされる上層用改質

アスファルトシートは、まさにトーチ工法

の主役です。

５ ６

ポリマリット　防水の主役たち

●ポリマリット40　　　規格　　4.0㎜厚　1×8m巻
●ポリマリット35　　　規格　　3.5㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出単層

Ｒ種・Ⅱ類

●ポリマリットキャップ　　　規格　　4.0㎜厚　1×8m巻

表面に天然スレート砂を圧着した、砂付きタイプの

仕上げ用シートです。

表面の砂は、防水層の紫外線劣化防止などに有効

なほか、自然でやわらかい仕上り感も演出する、露

出防水の定番キャップシートです。

表面に天然スレート砂をつけない、フラット表面タ

イプのシートで、露出防水、押え防水に用います。

露出防水の場合は、多種の専用仕上げ塗料から選

んで用います。

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出及び非露出単層

Ｒ種・Ⅱ類

４０

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出複層・Ｒ種・Ⅱ類及び

非露出単層・Ｒ種・Ⅱ類

３５
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細砂状の鉱物質粉粒に覆われたフラット

な仕上げは、多様な塗料仕上げを可能に

しました。

常に過酷な外気にさらされる上層用改質

アスファルトシートは、まさにトーチ工法

の主役です。

５ ６

ポリマリット　防水の主役たち

●ポリマリット40　　　規格　　4.0㎜厚　1×8m巻
●ポリマリット35　　　規格　　3.5㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出単層

Ｒ種・Ⅱ類

●ポリマリットキャップ　　　規格　　4.0㎜厚　1×8m巻

表面に天然スレート砂を圧着した、砂付きタイプの

仕上げ用シートです。

表面の砂は、防水層の紫外線劣化防止などに有効

なほか、自然でやわらかい仕上り感も演出する、露

出防水の定番キャップシートです。

表面に天然スレート砂をつけない、フラット表面タ

イプのシートで、露出防水、押え防水に用います。

露出防水の場合は、多種の専用仕上げ塗料から選

んで用います。

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出及び非露出単層

Ｒ種・Ⅱ類

４０

ＪＩＳ Ａ ６０１３

露出複層・Ｒ種・Ⅱ類及び

非露出単層・Ｒ種・Ⅱ類

３５

細砂

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

溶融性フィルム

表面に細砂を用いた、フラット表面タイプのシー

トで、露出防水、押え防水に用います。

露出防水の場合は、保護塗料を塗布します。



ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリットＳＴ

１

2

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

ストライプ状
自着層

剥離紙

鉱物質細粒

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

自着層

剥離紙

■ＳＴ・ＭＴ工法のしくみ

下貼り用のポリマリットＳＴ、またはＧＬの剥離紙を剥して下地

に貼りつけます。

この際、バーナーなどによる火気は用いません。

バーナーを用いて2層目のポリマリットキャップ、またはポリマ

リット40・35を貼りつけます。

トーチ工法では、ていねいな施工であれば、1層の

シートを貼るだけで、水密性を得ることができます。

しかし、より高い防水性能が求められるときは、シ

ートの層数を増やして、機能面の充実を図りたいも

のです。

ポリマリットＳＴ・ＭＴ工法は、1層目に特殊な自着

層をもったシートを用い、バーナーによるトーチ・

オン工程を省こうという工法です。

2層目シートをトーチ・オンする際の加熱により、1

層目シートの接着性および水密性が同時に得られる、

自着＆ワントーチの2層工法です。

ＳＴ工法は、ストライプ状に断続した自着層をもっ

た通気用シートを、ＭＴ工法は、全面に自着層をも

った密着用シートを、それぞれ下貼りにします。

工期の短縮、安全性の向上などに効果があります。

オリジナル ＳＴ・ＭＴ工法の概要

ポリマリット防水工法

７ ８

●ポリマリットＳＴ　　　規格　　2.3㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ポリマリットＧＬは、改質アスファルトシートの表

面に特殊プラスチックフィルムを施し、裏面には

自着用ゴムアス層を全面に配しています。

トーチ工法2層仕様の、密着用下貼シートです。

●ポリマリットＧＬ　　　規格　　2.0㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ポリマリットＳＴは、表面に特殊プラスチックフィ

ルムを施した、改質アスファルトシートです。

また裏面には通気を目的として、自着用ゴムア

ス層をストライプ状に配しています。

トーチ工法2層仕様の、絶縁通気用下貼シート

です。

（厚さは自着層を含みません。）

トーチ工法では、ていねいな施工であれば、1層の

シートを貼るだけで、水密性を得ることができます。

しかし、より高い防水性能が求められるときは、シ

ートの層数を増やして、機能面の充実を図りたいも

のです。

ポリマリットＳＴ・ＭＴ工法は、1層目に特殊な粘着

層をもったシートを用い、バーナーによるトーチ・

オン工程を省こうという工法です。

2層目シートをトーチ・オンする際の加熱により、1

層目シートの接着性および水密性が同時に得られる、

粘着＆ワントーチの2層工法です。

ＳＴ工法は、ストライプ状に断続した粘着層をもっ

た通気用シートを、ＭＴ工法は、全面に粘着層をも

った密着用シートを、それぞれ下貼りにします。

工期の短縮、安全性の向上などに効果があります。



ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリットＳＴ

１

2

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

ストライプ状
自着層

剥離紙

鉱物質細粒

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

自着層

剥離紙

■ＳＴ・ＭＴ工法のしくみ

下貼り用のポリマリットＳＴ、またはＧＬの剥離紙を剥して下地

に貼りつけます。

この際、バーナーなどによる火気は用いません。

バーナーを用いて2層目のポリマリットキャップ、またはポリマ

リット40・35を貼りつけます。

トーチ工法では、ていねいな施工であれば、1層の

シートを貼るだけで、水密性を得ることができます。

しかし、より高い防水性能が求められるときは、シ

ートの層数を増やして、機能面の充実を図りたいも

のです。

ポリマリットＳＴ・ＭＴ工法は、1層目に特殊な自着

層をもったシートを用い、バーナーによるトーチ・

オン工程を省こうという工法です。

2層目シートをトーチ・オンする際の加熱により、1

層目シートの接着性および水密性が同時に得られる、

自着＆ワントーチの2層工法です。

ＳＴ工法は、ストライプ状に断続した自着層をもっ

た通気用シートを、ＭＴ工法は、全面に自着層をも

った密着用シートを、それぞれ下貼りにします。

工期の短縮、安全性の向上などに効果があります。

オリジナル ＳＴ・ＭＴ工法の概要

ポリマリット防水工法

７ ８

●ポリマリットＳＴ　　　規格　　2.3㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ポリマリットＧＬは、改質アスファルトシートの表

面に特殊プラスチックフィルムを施し、裏面には

自着用ゴムアス層を全面に配しています。

トーチ工法2層仕様の、密着用下貼シートです。

●ポリマリットＧＬ　　　規格　　2.0㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ポリマリットＳＴは、表面に特殊プラスチックフィ

ルムを施した、改質アスファルトシートです。

また裏面には通気を目的として、自着用ゴムア

ス層をストライプ状に配しています。

トーチ工法2層仕様の、絶縁通気用下貼シート

です。

（厚さは自着層を含みません。）

ポリマリットＳＴは、表面に特殊プラスチックフィ

ルムを施した、改質アスファルトシートです。

また裏面には通気を目的として、粘着用ゴムア

ス層をストライプ状に配しています。

トーチ工法2層仕様の、絶縁通気用下貼シート

です。

（厚さは粘着層を含みません。）

粘着層

ポリマリットＧＬは、改質アスファルトシートの表

面に特殊プラスチックフィルムを施し、裏面には

粘着用ゴムアス層を全面に配しています。

トーチ工法2層仕様の、密着用下貼シートです。

粘着層



2

ポリマリット35

ポリマリット25

ポリマリット25

ＰＭスポット32

１-１

１-２

改質アスファルト層

溶融性フィルム

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

鉱物質粉粒

合成樹脂フィルム

改質アスファルト層
穴あきガラスマット

■Ｔ工法のしくみ

2層工法の場合は、下貼り用のポリマリット25を、全面トーチ・

オンにより下地に貼りつけます。

部分接着工法の場合は、穴あき改質アスファルトシート、ＰＭ

スポット32を置き敷きします。シート相互のジョイント部は

ラップせず、突きつけ施工とします。

トーチ工法は、改質アスファルトシートの表面を

高温のバーナーで瞬間に溶解し、下地やシートを

相互に貼りつける工法です。

溶解した改質アスファルトが、すき間なく下地や

下層のシートとの間を充填し、密着しますから、

高い水密性を得ることができます。

下地精度が良く、乾燥した下地には、最も適した

工法です。また小面積や複雑な形状の屋根では、

施工の簡便性が発揮されます。

Ｔ工法は改質アスファルト1層、または2層のシート

をトーチ・オンにより貼りつける工法と、部分接着

用の穴あきシートを用いた部分接着工法があります。

いずれもトーチ工法の基本形で、実績のある工法

です。

下貼り専用シートとＴ工法の概要

ポリマリット防水工法

バーナーを用いて2層目のポリマリットキャップ、またはポリ

マリット35を貼りつけます。

部分接着工法の場合は、この溶解アスファルトがＰＭスポット

32の穴に流れ込み、結果的に表層ルーフィングは下地と部分

接着された形になります。

９ １０

2層工法に用いる下貼り、および立上り部専用

の改質アスファルトシートです。

下地になじみが良く、表層シートの仕上り感をよ

くするため、薄手につくられています。

●ポリマリット25　　　規格　　2.5㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ＰＭスポット32は、部分接着工法の下貼材とし

て用いられる、ポリマリット専用の穴あきシート

です。

穴の部分は溶融した改質アスファルトで充填さ

れるため、防水層は、ほぼ2層に相当する機能を

得ることができます。

●ＰＭスポット32　　規格　　0.8㎜厚　1×32m巻



2

ポリマリット35

ポリマリット25

ポリマリット25

ＰＭスポット32

１-１

１-２

改質アスファルト層

溶融性フィルム

溶融性フィルム

改質アスファルト層

合成繊維不織布

改質アスファルト層

鉱物質粉粒

合成樹脂フィルム

改質アスファルト層
穴あきガラスマット

■Ｔ工法のしくみ

2層工法の場合は、下貼り用のポリマリット25を、全面トーチ・

オンにより下地に貼りつけます。

部分接着工法の場合は、穴あき改質アスファルトシート、ＰＭ

スポット32を置き敷きします。シート相互のジョイント部は

ラップせず、突きつけ施工とします。

トーチ工法は、改質アスファルトシートの表面を

高温のバーナーで瞬間に溶解し、下地やシートを

相互に貼りつける工法です。

溶解した改質アスファルトが、すき間なく下地や

下層のシートとの間を充填し、密着しますから、

高い水密性を得ることができます。

下地精度が良く、乾燥した下地には、最も適した

工法です。また小面積や複雑な形状の屋根では、

施工の簡便性が発揮されます。

Ｔ工法は改質アスファルト1層、または2層のシート

をトーチ・オンにより貼りつける工法と、部分接着

用の穴あきシートを用いた部分接着工法があります。

いずれもトーチ工法の基本形で、実績のある工法

です。

下貼り専用シートとＴ工法の概要

ポリマリット防水工法

バーナーを用いて2層目のポリマリットキャップ、またはポリ

マリット35を貼りつけます。

部分接着工法の場合は、この溶解アスファルトがＰＭスポット

32の穴に流れ込み、結果的に表層ルーフィングは下地と部分

接着された形になります。

９ １０

2層工法に用いる下貼り、および立上り部専用

の改質アスファルトシートです。

下地になじみが良く、表層シートの仕上り感をよ

くするため、薄手につくられています。

●ポリマリット25　　　規格　　2.5㎜厚　1×8m巻

ＪＩＳ Ａ ６０１３

非露出複層

Ｒ種・Ⅱ類

ＰＭスポット32は、部分接着工法の下貼材とし

て用いられる、ポリマリット専用の穴あきシート

です。

穴の部分は溶融した改質アスファルトで充填さ

れるため、防水層は、ほぼ2層に相当する機能を

得ることができます。

●ＰＭスポット32　　規格　　0.8㎜厚　1×32m巻



ＰＳＴー20Ｃ

ＰＳＴー20Ｓ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［新築・改修（撤去工法）］露出

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ストライプガムクールＰ

ストライプガムクールＰ

レイコーセメント

レイコーセメント

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］断熱露出

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

●防水層の熱的保護のためには、ＳＰ
　サーモコートの採用が理想的です。

ＰＳＴー300Ｃ

ＰＳＴー300Ｓ

ＰＳＴー200Ｃ

ＰＳＴー200Ｓ

ギルフォーム

ギルフォーム

ギルフォーム

ギルフォーム

＊立上りコーナー部には、バーナーの火が入らないようバリテープPMを増し貼りします。
＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）

ＳＰサーモコート

ポリマリットＳＴ

ライナーコーピングＳ
  　　　　　（別途）

バリテープPM ポリマリットＧＬ

ギルフォーム30

レイコーセメント

水性プライマーＡＳ

ポリマリットキャップ

強力ガムシール

１１ １２

ポリマリットＳT工法（ストライプ自着＆ワントーチ・オン工法）

施工図例　ＰＳＴー200Ｃ　ギルフォーム　ＳＰサーモコート仕上げ

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー等を用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り平面脱気方式とし、ステンレスベーパスを用います。（価格別途）

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。

冬期、または寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他のＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は、3年毎を目安に塗り替えることをお勧めします。

注1

注2

注3

注4

注5

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ＰＳＴー300Ｃ・200Ｃ

ＰＳＴー300Ｓ・200Ｓ
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

ポリマリットキャップ

ポリマリット35
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

立上り部仕様 1 2 3 4

ＰＳＴー20Ｃ

ＰＳＴー20Ｓ

立上り部仕様 1 2 3 4

ポリマリット防水の仕様
オリジナル複層工法　─ 露出・断熱露出 ─

仕上げ塗料は定期的に塗り替えることをお勧めします。塗料により塗り替え時期が異なるのでご相談ください。

ポリマリットキャップ、ポリマリット 35・40 は、平面部または立上り部どちらを先に施工してもかまいません。注6

ダンパーシート ギルフォームS

ダンパーシート

レイコーセメント

レイコーセメント

ギルフォームS

ギルフォームS

ギルフォームS

（点貼り）0.8kg

（点貼り）0.8kg

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー、アスファルトプライマーSS等を

用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り平面脱気方式とし、ステンレスベーパスを用います。（価格別途）

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。

冬季、または寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

保護塗料は仕様表内の4種に加え、SPマルチカラーも使用できます（ただし、断熱工法は使用不可）。

価格は種類によって異なります。

保護塗料は定期的に塗り替えることをお勧めします。塗料により塗り替えサイクルが異なるのでご相談ください。

注1

注2

注3

注4

注5

ポリマリットキャップ、ポリマリット35・40は、平面部または立上り部どちらを先に施工してもかまいません。注6

保護塗料

保護塗料

ＰＳＴー300Ｃ

ＰＳＴー300Ｓ

ＰＳＴー200Ｃ

ＰＳＴー200Ｓ



ＰＳＴー20Ｃ

ＰＳＴー20Ｓ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［新築・改修（撤去工法）］露出

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ストライプガムクールＰ

ストライプガムクールＰ

レイコーセメント

レイコーセメント

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ギルフォーム30㎜品

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］断熱露出

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

●防水層の熱的保護のためには、ＳＰ
　サーモコートの採用が理想的です。

ＰＳＴー300Ｃ

ＰＳＴー300Ｓ

ＰＳＴー200Ｃ

ＰＳＴー200Ｓ

ギルフォーム

ギルフォーム

ギルフォーム

ギルフォーム

＊立上りコーナー部には、バーナーの火が入らないようバリテープPMを増し貼りします。
＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）

ＳＰサーモコート

ポリマリットＳＴ

ライナーコーピングＳ
  　　　　　（別途）

バリテープPM ポリマリットＧＬ

ギルフォーム30

レイコーセメント

水性プライマーＡＳ

ポリマリットキャップ

強力ガムシール

１１ １２

ポリマリットＳT工法（ストライプ自着＆ワントーチ・オン工法）

施工図例　ＰＳＴー200Ｃ　ギルフォーム　ＳＰサーモコート仕上げ

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー等を用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り平面脱気方式とし、ステンレスベーパスを用います。（価格別途）

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。

冬期、または寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他のＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は、3年毎を目安に塗り替えることをお勧めします。

注1

注2

注3

注4

注5

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ＰＳＴー300Ｃ・200Ｃ

ＰＳＴー300Ｓ・200Ｓ
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

ポリマリットキャップ

ポリマリット35
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

立上り部仕様 1 2 3 4

ＰＳＴー20Ｃ

ＰＳＴー20Ｓ

立上り部仕様 1 2 3 4

ポリマリット防水の仕様
オリジナル複層工法　─ 露出・断熱露出 ─

保護塗料

ポリマリットＳＴ

ライナーコーピングＳ
  　　　　　（別途）

バリテープH
ポリマリットＧＬ

ギルフォームS

レイコーセメント

水性プライマーＡＳ

ポリマリットキャップ

強力ガムシール

SPファインカラー
SPマルチカラー
SPサーモコート

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

保護塗料

保護塗料

＊立上りコーナー部には、バーナーの火が入らないようバリテープHを増し貼りします。
＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）



ＰＳＴー20ＬＣ

ＰＳＴー20ＬＳ

三星リベース

三星リベース

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［改修］砂付ルーフィング下地 露出

ＰＳＴー20ＧＣ

ＰＳＴー20ＧＳ

ゴムアスプライマー

ゴムアスプライマー

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［改修］高分子系下地 露出

ポリマリットＳＴ

水性プライマーＡＳ

フラッシュエッジ70A
  　　　　　　  （別途）

ＳＰカラー

リベース

既存アスファルト
露出防水層

ポリマリットＧＬ

ポリマリット３５

強力ガムシール

１３ １４

ポリマリットST工法（ストライプ自着＆ワントーチ・オン工法）

施工図例　ＰＳＴー20ＬＳ

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー等を用いることもあります。

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。冬期、寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他のＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は、3年毎を目安に塗り替えることをお勧めします。

改修工事の場合、既存下地の処理・乾燥は完全に行います。

既存露出防水の立上り部は原則として撤去します。

劣化が激しく、既存防水層を全面撤去した場合は、Ｐ11・12の新築仕様を参照ください。（下地処理注意）

既存防水が、塩ビシート絶縁工法の場合は、本工法は採用できません。

注1

注2

注3

注4

注5

注6

注7

注8

＊ 改修工事で断熱工法を検討の際は、ご相談ください。
＊ 押えコンクリートを撤去しない改修工事仕様は、P11・12のPST－20Ｃ・20Ｓです。

ポリマリットキャップ

ポリマリット35
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

ＰＳＴー20ＬＣ・20ＧＣ

ＰＳＴー20ＬＳ・20ＧＳ

立上り部仕様 1 2 3 4

ポリマリット防水の仕様
改修用　オリジナル複層工法　─ 露出 ─

＊既存下地がウレタン防水で撤去不可能な場合、プライマーはゴムアスプライマーを用いる。

仕上げ塗料はＳＰファインカラーの塗布を標準とし、その他のＳＰマルチカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は定期的に塗り替えることをお勧めします。塗料により塗り替え時期が異なるのでご相談ください。

ポリマリットキャップ、ポリマリット 35 は、平面部または立上り部どちらを先に施工してもかまいません。注9

リベース

リベース

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。冬季、寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

仕上

仕上げ塗料は、3年毎を目安に塗り替えることをお勧めします。

改修工事の場合、既存下地の処理・乾燥は完全に行います。

既存露出防水の立上り部は原則として撤去します。

劣化が激しく、既存防水層を全面撤去した場合は、Ｐ11・12の新築仕様を参照ください。（下地処理注意）

既存防水が、塩ビシート絶縁工法の場合は、本工法は採用できません。

注2

注3

注4

注5

注6

注7

注8

保護塗料は仕様表内の４種類に加え、SPマルチカラーも使用できます。価格は種類によって異なります。

保護塗料は定期的に塗り替えることをお勧めします。塗料により塗り替えサイクルが異なるのでご相談ください。

ポリマリットキャップ、ポリマリット35は、平面部または立上り部どちらを先に施工してもかまいません。注9

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー、アスファルトプライマーSS等を用いる

こともあります。

注1

各種プライマー※

各種プライマー※

※既存ウレタン塗膜： OTプライマーA／既存加硫ゴムシート：水性プライマーAS／既存塩ビシート： VTプライマー+OTプライマーM



ＰＳＴー20ＬＣ

ＰＳＴー20ＬＳ

三星リベース

三星リベース

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［改修］砂付ルーフィング下地 露出

ＰＳＴー20ＧＣ

ＰＳＴー20ＧＳ

ゴムアスプライマー

ゴムアスプライマー

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＳＴ

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［改修］高分子系下地 露出

ポリマリットＳＴ

水性プライマーＡＳ

フラッシュエッジ70A
  　　　　　　  （別途）

ＳＰカラー

リベース

既存アスファルト
露出防水層

ポリマリットＧＬ

ポリマリット３５

強力ガムシール

１３ １４

ポリマリットST工法（ストライプ自着＆ワントーチ・オン工法）

施工図例　ＰＳＴー20ＬＳ

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプライマー等を用いることもあります。

ポリマリットＳＴは貼りつけ後、ローラーなどを用いて充分に転圧します。冬期、寒冷地の施工では、バーナーを併用してください。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他のＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は、3年毎を目安に塗り替えることをお勧めします。

改修工事の場合、既存下地の処理・乾燥は完全に行います。

既存露出防水の立上り部は原則として撤去します。

劣化が激しく、既存防水層を全面撤去した場合は、Ｐ11・12の新築仕様を参照ください。（下地処理注意）

既存防水が、塩ビシート絶縁工法の場合は、本工法は採用できません。

注1

注2

注3

注4

注5

注6

注7

注8

＊ 改修工事で断熱工法を検討の際は、ご相談ください。
＊ 押えコンクリートを撤去しない改修工事仕様は、P11・12のPST－20Ｃ・20Ｓです。

ポリマリットキャップ

ポリマリット35
水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ 仕上げ塗料

ＰＳＴー20ＬＣ・20ＧＣ

ＰＳＴー20ＬＳ・20ＧＳ

立上り部仕様 1 2 3 4

ポリマリット防水の仕様
改修用　オリジナル複層工法　─ 露出 ─

＊既存下地がウレタン防水で撤去不可能な場合、プライマーはゴムアスプライマーを用いる。

SPファインカラー
SPマルチカラー
SPサーモコート

SPファインカラー
SPマルチカラー
SPサーモコート

仕上塗料

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

保護塗料

保護塗料

※既存ウレタン塗膜： OTプライマーA／既存加硫ゴムシート：水性プライマーAS／既存塩ビシート： VTプライマー+OTプライマーM



ＰＭＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 絶縁クロス 押え（別途）

11 22 33 44 55［新築］押え（室内など）

ＰＭＴー200Ａ
ＲＢボード

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 絶縁クロス 押え（別途）

11 22 33 44 55 66［新築］押え断熱

ＲＢボード35㎜品

ＰＴー20Ａ

ＰＴー10Ａ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

絶縁クロス

11 22 33 44 55［新築・改修（撤去工法）］押え

＊屋根の防水に用いる場合は、ＰＴー20Ａを推薦しま
　す。

絶縁クロス
押え（別途）

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

ＲＢボード35㎜品

ＲＢボード35㎜品

絶縁クロス

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］押え断熱

＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）
＊屋根の防水に用いる場合は、ＰＴー200Ａ RBボードを推薦します。

絶縁クロス
押え（別途）

ＰＴー200Ａ

ＰＴー100Ａ

ＲＢボード

ＲＢボード

施工図例　ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

１５ １６

ポリマリットＭT工法（全面自着＆ワントーチ・オン工法）

ポリマリットT工法（トーチ・オン工法）

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー等を用いることもあります。

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁クロスが飛散しないよう、強力ガムシールを点づけ

して固定します。

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4＊ＲＢボードの防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロスはガムシールで点付けします。
＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）

ポリマリット防水の仕様
オリジナル複層工法と、一般トーチ工法　─ 押え・断熱押え ─

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）ＰＭＴー20Ａ・200Ａ
RBボード

立上り部仕様 1 2 3 4

水性プライマーＡＳ
ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

（コーナー部）ＧＬテープＰＴー10Ａ・100Ａ
RBボード

ＰＴー20Ａ・200Ａ
RBボード

立上り部仕様 1 2 3

ＰＭＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）

11 22 33 44 55［新築］押え（室内など）

ＰＭＴー200Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 RBボード または
スタイロフォームRB-GK-Ⅱ 押え（別途）

11 22 33 44 55 66［新築］押え断熱

ＰＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリット25 ポリマリット25

11 22 33 44 55［新築・改修（撤去工法）］押え

押え（別途）

水性プライマーＡＳ ポリマリット25 ポリマリット25

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］押え断熱

押え（別途）ＰＴー200Ａ

施工図例 ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

１５ １６

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー等

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4

の防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロス1000はRBセメントで点付けします。
＊断熱材

＊断熱材

の厚みは選択できます。（価格増減）

の防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロス1000はRBセメントで点付けします。
＊断熱材

＊断熱材

の厚みは選択できます。（価格増減）

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）ＰＭＴー20Ａ・200Ａ

立上り部仕様 1 2 3 4

水性プライマーＡＳ ポリマリ 押え（別途）ット25ポリマリット25ＰＴー20Ａ・200Ａ

立上り部仕様 1 2 3 4

施工図例 ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス1000

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー、アスファルトプライマーSS

等を用いることもあります。

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁クロス1000が飛散しないよう、強力ガムシール

（断熱材上はRBセメント）を点づけして固定します。

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4

ポリマリット25・35は、平面部または立上り部どち

らを先に施工してもかまいません。

注5

ポリマリットＧＬは、平面部を先に施工します。注6

RBボード または
スタイロフォームRB-GK-Ⅱ

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000



ＰＭＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 絶縁クロス 押え（別途）

11 22 33 44 55［新築］押え（室内など）

ＰＭＴー200Ａ
ＲＢボード

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 絶縁クロス 押え（別途）

11 22 33 44 55 66［新築］押え断熱

ＲＢボード35㎜品

ＰＴー20Ａ

ＰＴー10Ａ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

絶縁クロス

11 22 33 44 55［新築・改修（撤去工法）］押え

＊屋根の防水に用いる場合は、ＰＴー20Ａを推薦しま
　す。

絶縁クロス
押え（別途）

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

ＲＢボード35㎜品

ＲＢボード35㎜品

絶縁クロス

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］押え断熱

＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）
＊屋根の防水に用いる場合は、ＰＴー200Ａ RBボードを推薦します。

絶縁クロス
押え（別途）

ＰＴー200Ａ

ＰＴー100Ａ

ＲＢボード

ＲＢボード

施工図例　ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

１５ １６

ポリマリットＭT工法（全面自着＆ワントーチ・オン工法）

ポリマリットT工法（トーチ・オン工法）

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー等を用いることもあります。

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁クロスが飛散しないよう、強力ガムシールを点づけ

して固定します。

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4＊ＲＢボードの防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロスはガムシールで点付けします。
＊断熱材の厚みは選択できます。（価格増減）

ポリマリット防水の仕様
オリジナル複層工法と、一般トーチ工法　─ 押え・断熱押え ─

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）ＰＭＴー20Ａ・200Ａ
RBボード

立上り部仕様 1 2 3 4

水性プライマーＡＳ
ポリマリット25

ポリマリット35

ポリマリット25

（コーナー部）ＧＬテープＰＴー10Ａ・100Ａ
RBボード

ＰＴー20Ａ・200Ａ
RBボード

立上り部仕様 1 2 3

ＰＭＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）

11 22 33 44 55［新築］押え（室内など）

ＰＭＴー200Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 RBボード または
スタイロフォームRB-GK-Ⅱ 押え（別途）

11 22 33 44 55 66［新築］押え断熱

ＰＴー20Ａ 水性プライマーＡＳ ポリマリット25 ポリマリット25

11 22 33 44 55［新築・改修（撤去工法）］押え

押え（別途）

水性プライマーＡＳ ポリマリット25 ポリマリット25

11 22 33 44 55 66［新築・改修（撤去工法）］押え断熱

押え（別途）ＰＴー200Ａ

施工図例 ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

１５ １６

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー等

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4

の防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロス1000はRBセメントで点付けします。
＊断熱材

＊断熱材

の厚みは選択できます。（価格増減）

の防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロス1000はRBセメントで点付けします。
＊断熱材

＊断熱材

の厚みは選択できます。（価格増減）

水性プライマーＡＳ ポリマリットＧＬ ポリマリット25 押え（別途）ＰＭＴー20Ａ・200Ａ

立上り部仕様 1 2 3 4

水性プライマーＡＳ ポリマリ 押え（別途）ット25ポリマリット25ＰＴー20Ａ・200Ａ

立上り部仕様 1 2 3 4

施工図例 ＰＭＴー20Ａ

ポリマリットＧＬ

絶縁クロス1000

ガムシール

ステンレスアングル（別途）

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

強力ガムシール

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認した

のち、次工程に移行してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりに

アスファルトプライマー、アスファルトプライマーSS

等を用いることもあります。

ポリマリットＧＬは、下地との間に空げきが残らないよう貼

りつけ、充分に転圧します。

絶縁クロス1000が飛散しないよう、強力ガムシール

（断熱材上はRBセメント）を点づけして固定します。

改修工事の場合、立上り部防水層は原則として撤去します。

注1

注2

注3

注4

ポリマリット25・35は、平面部または立上り部どち

らを先に施工してもかまいません。

注5

ポリマリットＧＬは、平面部を先に施工します。注6

RBボード または
スタイロフォームRB-GK-Ⅱ

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000

絶縁クロス1000



ＰＴー20Ｃ

ＰＴー20Ｓ

ＰＴー15Ｃ

ＰＴー15Ｓ

ＰＴー10Ｃ

ＰＴー10Ｓ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット25

ＰＭスポット32

ＰＭスポット32

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［新築・改修（撤去工法）］露出

ＰＴー10ＬＣ

ＰＴー10ＬＳ

三星リベース

三星リベース

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33
［改修（かぶせ工法）］露出
　砂付ルーフィング下地

ライナーコーピングＳ
（別途）

ポリマリットキャップ

水性プライマーAS

SPカラー

PMスポット32

SPカラー

水性プライマーAS
フラッシュエッジ70A
（別途）

リベース

GLテープ

ポリマリット40

既存アスファルト
露出防水層

１７ １８

ポリマリットT工法（トーチ・オン工法）

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行

してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプラ

イマー等を用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り、平面脱気方式とし、ステンレス

ベーパスを用います。（価格別途）

ＰＭスポット32は突きつけ施工とし、通気のためピース（短尺）を入れます。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他の

ＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は3年毎に塗り替えることをお勧めします。

改修工事の注意事項はＳＴ工法の項をご参照ください。

注1

注2

注3

注4

注5

注6

施工図例　ＰＴー10LS

施工図例　ＰＴー15Ｃ

ポリマリット防水の仕様
一般トーチ工法　─ 露出 ─

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ＰＴー20Ｃ

ＰＴー20Ｓ

ＰＴー15Ｃ

ＰＴー15Ｓ

ＰＴー10Ｃ・10ＬＣ

ＰＴー10Ｓ・10ＬＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

仕上げ塗料

仕上げ塗料

仕上げ塗料

ポリマリット25

（コーナー部）GLテープ

（コーナー部）ＧＬテープ

立上り部仕様 1 2 3 4

＊ 彩色ポリマリットキャップの場合、仕上げ塗料は用いません。

GLテープ

リベース

リベース

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー



ＰＴー20Ｃ

ＰＴー20Ｓ

ＰＴー15Ｃ

ＰＴー15Ｓ

ＰＴー10Ｃ

ＰＴー10Ｓ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

ポリマリット25

ポリマリット25

ＰＭスポット32

ＰＭスポット32

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33 44［新築・改修（撤去工法）］露出

ＰＴー10ＬＣ

ＰＴー10ＬＳ

三星リベース

三星リベース

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

仕上塗料

　ＳＰカラー
　ＳＰサーモコート

11 22 33
［改修（かぶせ工法）］露出
　砂付ルーフィング下地

ライナーコーピングＳ
（別途）

ポリマリットキャップ

水性プライマーAS

SPカラー

PMスポット32

SPカラー

水性プライマーAS
フラッシュエッジ70A
（別途）

リベース

GLテープ

ポリマリット40

既存アスファルト
露出防水層

１７ １８

ポリマリットT工法（トーチ・オン工法）

Atte
ntion

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行

してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプラ

イマー等を用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り、平面脱気方式とし、ステンレス

ベーパスを用います。（価格別途）

ＰＭスポット32は突きつけ施工とし、通気のためピース（短尺）を入れます。

仕上げ塗料はＳＰカラー（メタリックライト）の塗布を標準とし、その他の

ＳＰカラー・ＳＰサーモコートも選択できます。（価格増額）

仕上げ塗料は3年毎に塗り替えることをお勧めします。

改修工事の注意事項はＳＴ工法の項をご参照ください。

注1

注2

注3

注4

注5

注6

施工図例　ＰＴー10LS

施工図例　ＰＴー15Ｃ

ポリマリット防水の仕様
一般トーチ工法　─ 露出 ─

ポリマリットキャップ

ポリマリット35

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ＰＴー20Ｃ

ＰＴー20Ｓ

ＰＴー15Ｃ

ＰＴー15Ｓ

ＰＴー10Ｃ・10ＬＣ

ＰＴー10Ｓ・10ＬＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

水性プライマーＡＳ

仕上げ塗料

仕上げ塗料

仕上げ塗料

ポリマリット25

（コーナー部）GLテープ

（コーナー部）ＧＬテープ

立上り部仕様 1 2 3 4

＊ 彩色ポリマリットキャップの場合、仕上げ塗料は用いません。

GLテープ

SPファインカラー
SPマルチカラー
SPサーモコート

ライナーコーピングＳ
（別途）

ポリマリットキャップ

水性プライマーAS

SPカラー

PMスポット32

SPカラー

水性プライマーAS
フラッシュエッジ70A
（別途）

リベース

GLテープ

ポリマリット40

既存アスファルト
露出防水層

１８
施工図例 ＰＴー10LS

施工図例 ＰＴー15Ｃ

GLテープ

保護塗料

保護塗料

プライマーなどの下地処理材は、表面の乾きを確認したのち、次工程に移行注1

してください。

季節・立地条件によって、水性プライマーＡＳのかわりにアスファルトプラ

イマー、アスファルトプライマーSS等を用いることもあります。

脱気は屋根使用上の障害とならない限り、平面脱気方式とし、ステンレス注2

ベーパスを用います。（価格別途）

ＰＭスポット32は突きつけ施工とし、通気のためピース（短尺）を入れます。注3

保護塗料は仕様表内の４種類に加え、SPマルチカラーも使用できます。

価格は種類によって異なります。

注4

注5 保護塗料は定期的に塗り替えることをお勧めします。塗料により塗り替

えサイクルが異なるのでご相談ください。

改修工事の注意事項は13ページをご参照ください。注6

ポリマリットキャップ、ポリマリット35・40は、平面部または立上り

部どちらを先に施工してもかまいません。

注7

Atte
ntion

保護塗料
SPファインカラー
SPサーモコート
SPミッドカラー
SPクリーンカラー

保護塗料

保護塗料

保護塗料



１９ ２０

官公庁仕様

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－1
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－4
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－5
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

あなあきシート

─

PMスポット32

3

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－2
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

3

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。　※2 下地が既存防水層の場合は、プライマーを省略する。
※3 水性プライマーＡＳは、冬季の施工や、乾燥を急ぐ場合、アスファルトプライマー、およびアスファルトプライマーＳＳに変更できる。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。　※2 ＡＳ－4の立上り、立下りは、ポリマリットＳＴを、ポリマリット25、またはポリマリットＧＬに代えることができる。
※3 水性プライマーＡＳは、冬季の施工や、乾燥を急ぐ場合は、アスファルトプライマー、およびアスファルトプライマーＳＳに変更できる。

※ 既存露出防水層表面の砂は、既存防水層を損傷しないよう可能な限り取り除き、清掃を行う。
　 清掃後、溶融アスファルトを1.0㎏/㎡程度、又はアスファルト系下地調整材を塗布する。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

ＡＳI－1
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

断熱材張付け

─

ギルフォーム
（レイコーセメントにより張付け）

3

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

4

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

5

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

●国土交通省（公共建築改修工事標準仕様書　平成1９年版）

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリット35

3

断熱材 ※

─

RBボード

4

絶縁用シート ※

─

絶縁クロス

5

保護コンクリート

─

─

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリット35

3

絶縁用シート ※

─

絶縁クロス

4

保護コンクリート

─

─

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

3

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

●都市再生機構（公共住宅建設工事共通仕様書　平成1６年度版）

※ 立上りは、断熱材及び絶縁用シートを省略する。

9.4.1表　屋根外断熱保護防水層（密着工法）

9.4.2表　屋根保護防水層（密着工法）

9.4.3表　屋根露出防水層（密着工法）

※ 立上りは、絶縁用シートを省略する。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－PF2
（密着・保護）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

4

絶縁用シート

─

断熱材の
接着剤による張付け

─

絶縁シート

RBボード

5

─

─

絶縁用シート

─

絶縁クロス

備考

現場打ち
コンクリート仕上げ

断熱あり

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－MF1
（密着・露出）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

3

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－MF2
（密着・露出・断熱）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

接着剤塗り

1.5

レイコーセメント

3

断熱材張付け

─

ギルフォーム

4

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

5

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

6

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。
※２ 立上りは工程3までとする。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

KASI－1

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

接着剤塗り

1.5

レイコーセメント

3

断熱材張付け

─

ギルフォーム

4

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

5

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

6

仕上げ塗料

─

ＳＰカラー

●日本建築学会

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

KAS－1

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料

─

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

T－MF2
立上り

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ

4

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

1 2 3 4 5

工　程 プライマー塗り
改質アスファルトシート

（非露出複層防水用R種、２．５mm以上）
トーチバーナーによる張り付け

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用R種、２．５mm以上）

トーチバーナーによる張り付け
絶縁用シート ※1 保護コンクリート ※2

使用量（㎏/㎡） 0.2 ─ ─ ─ ─

材　料 アスファルトプライマー ポリマリット 25 ポリマリット 25 絶縁シート ー

1 2 3 4 5 6

工　程 プライマー塗り
改質アスファルトシート

（非露出複層防水用R種、２．５mm以上）
トーチバーナーによる張り付け

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用R種、２．５mm以上）

トーチバーナーによる張り付け
断熱材 ※1 絶縁用シート ※1 保護コンクリート ※2

使用量（㎏/㎡） 0.2 ─ ─ ─ ─

材　料 アスファルトプライマー ポリマリット 25 ポリマリット 25 RBボードまたは
スタイロフォームRB-GK-Ⅱ

絶縁クロス1000 ー

●公共住宅建設工事共通仕様書　平成２８年版

屋根保護防水層密着工法（トーチ工法）

屋根保護防水層密着断熱工法（トーチ工法）

改質アスファルトシート防水

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種 別

（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート

─ ─

ポリマリットキャップ

4

仕上げ塗料塗り

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種 別

（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

─

3

改質アスファルトシート

─ ─

ポリマリットキャップ

4

仕上げ塗料塗り

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種 別

（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

あなあきシート

─

PMスポット32

3

改質アスファルトシート

─ ─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

4

仕上げ塗料塗り

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種 別

（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート

─ ─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

3

仕上げ塗料塗り

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種 別

（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

断熱材張付け

─

ギルフォーム
（レイコーセメントにより張付け）

3

─

4

改質アスファルトシート

─ ─

ポリマリットキャップ

5

仕上げ塗料塗り

●国土交通省（公共建築改修工事標準仕様書 平成1９年版）
●国土交通省 公共建築工事標準仕様書（平成３１年版）

水性プライマーAS ギルフォームS

●国土交通省    公共建築改修工事標準仕様書（平成３１年版）

AＳ－T1

AＳ－T2

AＳ－T3

AＳ－T4

AＳI－T1

※2

※2

※3,4

※5,6

※2

(非露出複層防水用R種,2.5mm以上）

(非露出複層防水用R種,1.5mm以上）

(露出複層防水用R種,3.0mm以上）

(露出複層防水用R種,3.0mm以上）

(露出複層防水用R種,3.0mm以上）

(露出単層防水用R種,4.0mm以上）

(露出単層防水用R種,4.0mm以上）

SPファインカラー等

SPファインカラー等

SPファインカラー等

SPファインカラー等

SPファインカラー等

またはポリマリット35

またはポリマリット35

またはポリマリット35

（立上り：ポリマリット25）

部分粘着層付き改質アスファルトシート

(非露出複層防水用R種,1.5mm以上）
部分粘着層付き改質アスファルトシート

ポリマリットST

※7

（立上り：ポリマリット25）
ポリマリットST

※１ ＡＬＣパネルの場合は、工程１を（）内とする。　※２ 下地が既存防水層の場合は、工程１を省略する。（改修仕様のみ）　※３ 立上りは、工程 2 を改質アスファルトシート
非露出複層防水用 R 種 2.5mm 以上（ポリマリット 25）とする。　※４ 部分的に溶着させる場合は、工程 2 を改質アスファルトシート非露出複層防水用 R 種 2.5mm 以上（ポ
リマリット 25）とする。　※５ 立上り部はあなあきシートを省略する。　※６ 部分的に溶着させる場合は、工程２を省略する。　※７ 立上りは、工程 3 を非露出複層防水用Ｒ
種 2.5mm 以上（ポリマリット２５）とする。　＊水性プライマー AS は、冬季の施工や、乾燥を急ぐ場合は、アスファルトプライマー、およびアスファルトプライマー SS 等に
変更できる。　＊仕上塗料は、SP ファインカラーのほかに SP サーモコート、SP ミッドカラー、SP クリーンカラー、SP マルチカラーなどがあります。　＊仕上塗料の使用量
は、特記によります。　＊ ASI-T1 における防湿層の設置は特記による。（防湿層にはダンパーシートを用い、レイコーセメントは省略する）

※1  立上り部は断熱材及び絶縁シートを省略する。　※2 保護コンクリートには溶接金物を敷き込む。

※1  立上り部は断熱材及び絶縁シートを省略する。　※2 保護コンクリートには溶接金物を敷き込む。

公共住宅建設工事共通仕様書は、国土交通省公共建築工事標準仕様書と同じ仕様に独自仕様が加えられた構成です。
国土交通省公共建築工事標準仕様書の仕様につきましては、上記をご参照ください。以下に公共住宅建設工事共通仕様書の独自仕様のみ記載しました。



１９ ２０

官公庁仕様

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－1
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－4
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－5
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

あなあきシート

─

PMスポット32

3

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

4

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

ＡＳ－2
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

3

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。　※2 下地が既存防水層の場合は、プライマーを省略する。
※3 水性プライマーＡＳは、冬季の施工や、乾燥を急ぐ場合、アスファルトプライマー、およびアスファルトプライマーＳＳに変更できる。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。　※2 ＡＳ－4の立上り、立下りは、ポリマリットＳＴを、ポリマリット25、またはポリマリットＧＬに代えることができる。
※3 水性プライマーＡＳは、冬季の施工や、乾燥を急ぐ場合は、アスファルトプライマー、およびアスファルトプライマーＳＳに変更できる。

※ 既存露出防水層表面の砂は、既存防水層を損傷しないよう可能な限り取り除き、清掃を行う。
　 清掃後、溶融アスファルトを1.0㎏/㎡程度、又はアスファルト系下地調整材を塗布する。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

ＡＳI－1
（トーチ工法）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

断熱材張付け

─

ギルフォーム
（レイコーセメントにより張付け）

3

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

4

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

5

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

●国土交通省（公共建築改修工事標準仕様書　平成1９年版）

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリット35

3

断熱材 ※

─

RBボード

4

絶縁用シート ※

─

絶縁クロス

5

保護コンクリート

─

─

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリット35

3

絶縁用シート ※

─

絶縁クロス

4

保護コンクリート

─

─

1

アスファルトプライマー

0.2

水性プライマーＡＳ

工　程

材料・工法

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
トーチバーナーによる張り付け

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40

3

仕上げ塗料塗り

0.3

ＳＰカラー

●都市再生機構（公共住宅建設工事共通仕様書　平成1６年度版）

※ 立上りは、断熱材及び絶縁用シートを省略する。

9.4.1表　屋根外断熱保護防水層（密着工法）

9.4.2表　屋根保護防水層（密着工法）

9.4.3表　屋根露出防水層（密着工法）

※ 立上りは、絶縁用シートを省略する。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－PF2
（密着・保護）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

4

絶縁用シート

─

断熱材の
接着剤による張付け

─

絶縁シート

RBボード

5

─

─

絶縁用シート

─

絶縁クロス

備考

現場打ち
コンクリート仕上げ

断熱あり

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－MF1
（密着・露出）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

3

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

T－MF2
（密着・露出・断熱）

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

接着剤塗り

1.5

レイコーセメント

3

断熱材張付け

─

ギルフォーム

4

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

5

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

6

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。
※２ 立上りは工程3までとする。

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

三星アスファルト
プライマー

種　別

KASI－1

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

接着剤塗り

1.5

レイコーセメント

3

断熱材張付け

─

ギルフォーム

4

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

5

改質アスファルトシート
（露出単層防水用）

─

ポリマリットキャップ

6

仕上げ塗料

─

ＳＰカラー

●日本建築学会

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

KAS－1

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（粘着層付き部分接着型シート）

─

ポリマリットST

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ
またはポリマリット40・35

4

仕上げ塗料

─

ＳＰカラー

1

プライマー塗り

0.2（0.4）※1

水性プライマーＡＳ

種　別

T－MF2
立上り

使用量（㎏/㎡）

ポリマリット防水
対応製品名

2

改質アスファルトシート
（非露出複層防水用）

─

ポリマリット25

3

改質アスファルトシート
（露出複層防水用）

─

ポリマリットキャップ

4

仕上げ塗料塗り
またはなし

─

（ＳＰカラー）

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

※1 ＡＬＣパネルの場合は、プライマーは0.4㎏/㎡とする。

●日本建築学会（建築工事標準仕様書　JASS８　２０１４年版）

種　別 1 2 3 保護・仕上げ 4 5

AT－PF
（密着・保護）

プライマー塗り
改質アスファルトシート

非露出複層防水用
改質アスファルトシート

非露出複層防水用

現場打ち
コンクリート

絶縁用シート
の敷込み

─

─ ─

断熱工法

断熱材用接着剤
による断熱材の張付け

絶縁用シート
の敷込み

使用量（㎏/㎡） 0.2 ─ ─ ─ ─

ポリマリット防水
対応製品名 水性プライマーAS ポリマリット 25 ポリマリット 25

現場打ち
コンクリート

絶縁シートまたは
絶縁クロス1000

（強力ガムシール点付け）

断熱工法
RBボードまたは

スタイロフォームRB-GK-Ⅱ
絶縁クロス1000

種　別 1 3 4 5

AT－MT
（密着・露出・断熱）

プライマー塗り

部分粘着層付
改質アスファルトシート

非露出複層防水用

改質アスファルトシート
露出複層防水用

仕上げ塗料塗り
またはなし

使用量（㎏/㎡） 0.2（0.4）※1 ─ ─ ─

ポリマリット防水
対応製品名 水性プライマーAS レイコーセメント

0.8 ギルフォームS ポリマリットST ポリマリットキャップ
またはポリマリット 40・35

（SPファインカラー等）

種　別 1 2 3 4

AT－MT
立上り

プライマー塗り
改質アスファルトシート

非露出複層防水用
改質アスファルトシート

露出複層防水用
仕上げ塗料塗り

またはなし

使用量（㎏/㎡） 0.2（0.4）※1 ─ ─ ─

ポリマリット防水
対応製品名 水性プライマーAS ポリマリット 25 ポリマリットキャップ

またはポリマリット 40・35
（SPファインカラー等）

※1 ALCパネルの場合は、プライマーは 0.4㎏/㎡とする。

※1 ALCパネルの場合は、プライマーは 0.4㎏/㎡とする。

※立ち上がりは工程 3までとする。

※1 ALCパネルの場合は、プライマーは 0.4㎏/㎡とする。

種　別 1 2 3

AT－MF
（密着・露出）

プライマー塗り
改質アスファルトシート

露出単層防水用
仕上げ塗料塗り

またはなし

使用量（㎏/㎡） 0.2（0.4）※1 ─ ─

ポリマリット防水
対応製品名 水性プライマーAS ポリマリットキャップ

またはポリマリット40
（SPファインカラー等）

厚さ 2.5mm以上

厚さ1.5mm以上

厚さ 2.5mm以上 厚さ 3.0mm以上

厚さ 3.0mm以上

厚さ 4.0mm以上

厚さ 2.5mm以上（ （

（

（ （

（

（

（

（

（ （

（

（

（

断熱材張付け

─

2

の防水層への接着は、RBセメント（０.５kg／㎡）にて点
  貼りします。絶縁クロス1000はRBセメントで点付けします。
＊断熱材

＊断熱材

の厚みは選択できます。（価格増減）



２１ ２２

POLYMERIT　─ ポリマリット ─

施 工 事 例

Constructional instanceConstructional instance

残念ですが・・・ポリマリットは空からしか見られません。

防水は建物の最上階のその上、ヘリコプターにでも乗らな

い限り、その姿を見ることができません。

しかし、雨漏りが無い快適な暮らしを通じ、あなたはポリマリ

ット防水と、もう顔なじみです。

Although we're very sorry ... POLYMERIT is seen only 

from the sky.

Because a waterproofing is above on the highest 

story of a building, the sight is not caught unless you 

ride on a helicopter.

However, you are already familiar with POLYMERIT 

through the comfortable life without leak in the roof.
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内径（b）

ポリマリット防水の副資材

■防湿シート
●ストライプガムクールＰ（1ｍ×16ｍ巻・16㎏）

断熱材ギルフォームを下地と接着させるための定型接着材、兼専

用防湿シートです。特殊なプラスチックフイルムの両面に、ゴムアス

自着層をコーティングしていますので、優れた透湿抵抗性を発揮し

ます。

裏面の自着層は水蒸気の通気路として、断続したストライプ状にな

っています。

■定型シール材
●メルトテープ
ドレン廻り、パイプ廻りなどで改質アスファルトの不足しやすい箇所

に貼り付け、バーナーで加熱溶融して使います。

■テープ材
●グルーテープ50（5㎝×20ｍ巻・1.3㎏）
断熱押え防水工法を施工する際に、防水層とＲＢボードを固定する

ための両面粘着テープです。

ＲＢボード1枚に対し、2通し程度を目安とします。

●バリテープＰＭ（10㎝×8ｍ・厚さ2㎜・3㎏）
断熱露出防水を施工する際、ギルフォームの隙間から、バーナーの

炎が入るのを防ぐために用います。

■接着剤
●RBセメント
断熱押え防水工法を施工する際に、防水層とRBボードを固定する

ための接着剤です。0.5㎏/㎡使用します。

■増し貼り材
●ポリマリットＧＬテープ
片面自着層タイプの18㎝幅のテープです。

コーナー・入隅部などの増し貼り、ＡＬＣ板短辺部の補強に使用します。

■断熱材・絶縁材
●ギルフォーム30㎜品（605×910㎜・厚さ30㎜）

厚さ25・35・40・50・60㎜品もあります。

硬質ウレタンフォームの両面にガラスマットを貼り合わせた、露出防

水用の断熱材です。環境問題に十分配慮した「ノンフロン」の断熱

材で、熱伝導率が極めて小さく、大きな断熱効果を得られます。

●ＲＢボード35㎜品（910×910㎜・厚さ35㎜）

厚さ25・30・40・50・60㎜品もあります。

連続押し出し発泡による硬質ポリスチレンフォーム製で「ノンフロン」

の断熱材です。優れた断熱効果はもとより、高い圧縮強度と極めて

低い吸水性を生かし、保護押え断熱防水用として、防水層の上に用

います。

●絶縁クロス（1070㎜×100ｍ・9㎏）

ポリプロピレンのフイルムヤーンクロスです。丈夫で施工しやすい

保護シートです。

■ステンレス製脱気筒
●三星ステンレスベーパスＮ・Ｗ
耐候性・耐久性にすぐれた、ステンレス製の通気システムです。

通気効果と防水層の納まりを考えた確実な構造で、貼仕舞の水切り

効果も完璧です。下地に機械的に固定されるので、風飛びなどの心

配がありません。断熱工法用として、二重タイプのステンレスベー

パスＷも用意しています。

■改修用ドレン
●三星リードレンC
改修工事用銅製ドレンです。既存のドレンの上にセットして、2重

ドレンシステムとなります。

既存下地からの余分な水分を無理なく排出し、新規防水層との接続

を確実にします。

専用のドレンキャップも用意しています。

圧縮強度
曲げ強度

0.023Ｗ/ｍＫ
｛0.020Ｋｃａｌ/ｍ．ｈｒ．℃｝

0.027Ｗ/ｍＫ
｛0.023Ｋｃａｌ/ｍ．ｈｒ．℃｝

熱伝導率

ギルフォーム30㎜品
19.6Ｎ/㎝｛2.0ｋｇｆ/㎝｝
79.0Ｎ/㎝｛8.1ｋｇｆ/㎝｝

2 2

2 2

ＲＢボード35㎜品
32.3Ｎ/㎝｛3.3ｋｇｆ/㎝｝
49.0Ｎ/㎝｛5.0ｋｇｆ/㎝｝

2 2

2 2

ＲＢボード

ドレンキャップＡＬ ドレンキャップAS

ドレンキャップ
横引用AL

ドレンキャップ
横引用AS

リードレンCたて

リードレンCよこ

ギルフォーム

バリテープＰＭ

RBセメント

メルトテープ

グルーテープ50

ポリマリットＧＬテープ

ホース　外径（a）

ホース　内径（b）

筒　　　内径（c）

幅　　　寸法（d）

高さ　　寸法（e）

４０※
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１３７．２

１２７

１２４．４

３６５

２２５

呼　称

リードレンCよこ 　　（単位：㎜）

ホース内径は誤差が生じることがあります。排水容量の算出には筒内径をご確認ください。
※印は受注生産となります。（納期約２週間）
　このほかに３５・１００・１６５・２１５タイプを作成できます。（特注品・納期約３週間）
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呼　称

外径（a）

内径（b）

リードレンCたて 　（単位：㎜）

ホース内径は最小内径で表示しております。
※印は受注生産となります。（納期約２週間）

外径（a）

高さ寸法（e）

幅寸法（d）

筒内径（c）
ホース内径（b）

ホース外径（a）

２４２３

■定型シール材

■接着剤

■増し貼り材

■テープ材

■防湿シート

●メルトテープR（150㎜× 25m）

●レイコーセメント（18kg／缶）

●RBセメント（20kg／缶）

●ポリマリットＧＬテープ（180㎜× 8m）

●バリテープH（100㎜× 10 ｍ）

●ダンパーシート（1m× 32m）

ドレン廻り、パイプ廻りなどで改質アスファルトの不足しやすい箇所

に貼り付け、バーナーで加熱溶融して使います。

断熱露出防水工法で、下地にギルフォームSを貼付けるための接着

剤です。

断熱押え防水工法を施工する際に、防水層とRBボードまたはスタイ

ロフォームRB-GK-Ⅱを固定するための接着剤です。

片面粘着タイプのテープです。

コーナー・入隅部などの増し貼り、ＡＬＣ板短辺部の補強に使用します。

断熱露出防水を施工する際、ギルフォームの隙間から、バーナーの

炎が入るのを防ぐために用います。

断熱材ギルフォームを下地と接着させるための専用防湿シートで

す。特殊なプラスチックフィルムの両面に、ゴムアス自着層をコー

ティングしていますので、優れた透湿抵抗性を発揮します。

裏面の自着層は水蒸気の通気路として、断続したストライプ状に

なっています。



内径（b）
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■接着剤
●RBセメント
断熱押え防水工法を施工する際に、防水層とRBボードを固定する

ための接着剤です。0.5㎏/㎡使用します。

■増し貼り材
●ポリマリットＧＬテープ
片面自着層タイプの18㎝幅のテープです。

コーナー・入隅部などの増し貼り、ＡＬＣ板短辺部の補強に使用します。

■断熱材・絶縁材
●ギルフォーム30㎜品（605×910㎜・厚さ30㎜）

厚さ25・35・40・50・60㎜品もあります。

硬質ウレタンフォームの両面にガラスマットを貼り合わせた、露出防

水用の断熱材です。環境問題に十分配慮した「ノンフロン」の断熱

材で、熱伝導率が極めて小さく、大きな断熱効果を得られます。

●ＲＢボード35㎜品（910×910㎜・厚さ35㎜）

厚さ25・30・40・50・60㎜品もあります。

連続押し出し発泡による硬質ポリスチレンフォーム製で「ノンフロン」

の断熱材です。優れた断熱効果はもとより、高い圧縮強度と極めて

低い吸水性を生かし、保護押え断熱防水用として、防水層の上に用

います。

●絶縁クロス（1070㎜×100ｍ・9㎏）

ポリプロピレンのフイルムヤーンクロスです。丈夫で施工しやすい

保護シートです。

■ステンレス製脱気筒
●三星ステンレスベーパスＮ・Ｗ
耐候性・耐久性にすぐれた、ステンレス製の通気システムです。

通気効果と防水層の納まりを考えた確実な構造で、貼仕舞の水切り

効果も完璧です。下地に機械的に固定されるので、風飛びなどの心

配がありません。断熱工法用として、二重タイプのステンレスベー

パスＷも用意しています。

■改修用ドレン
●三星リードレンC
改修工事用銅製ドレンです。既存のドレンの上にセットして、2重

ドレンシステムとなります。

既存下地からの余分な水分を無理なく排出し、新規防水層との接続

を確実にします。

専用のドレンキャップも用意しています。

圧縮強度
曲げ強度

0.023Ｗ/ｍＫ
｛0.020Ｋｃａｌ/ｍ．ｈｒ．℃｝

0.027Ｗ/ｍＫ
｛0.023Ｋｃａｌ/ｍ．ｈｒ．℃｝

熱伝導率

ギルフォーム30㎜品
19.6Ｎ/㎝｛2.0ｋｇｆ/㎝｝
79.0Ｎ/㎝｛8.1ｋｇｆ/㎝｝

2 2

2 2

ＲＢボード35㎜品
32.3Ｎ/㎝｛3.3ｋｇｆ/㎝｝
49.0Ｎ/㎝｛5.0ｋｇｆ/㎝｝

2 2

2 2

ＲＢボード

ドレンキャップＡＬ ドレンキャップAS

ドレンキャップ
横引用AL

ドレンキャップ
横引用AS

リードレンCたて

リードレンCよこ

ギルフォーム

バリテープＰＭ

RBセメント

メルトテープ

グルーテープ50

ポリマリットＧＬテープ

ホース　外径（a）

ホース　内径（b）

筒　　　内径（c）

幅　　　寸法（d）

高さ　　寸法（e）

４０※

３９．８

３２

３０．１

２５０

１３２

５０※

４５．９

３８．１

３６．１

２５０

１３８

６０※

５９．９

５０．８

４８．６

２５０

１５０

７５

７２．６

６３．５

６１．１

３００

１６０

９０

８５．８

７６．２

７３．６

３００

１７５

１１５※

１１２

１０１．６

９８．９

３６５

２００

１４０※

１３７．２

１２７

１２４．４

３６５

２２５

呼　称

リードレンCよこ 　　（単位：㎜）

ホース内径は誤差が生じることがあります。排水容量の算出には筒内径をご確認ください。
※印は受注生産となります。（納期約２週間）
　このほかに３５・１００・１６５・２１５タイプを作成できます。（特注品・納期約３週間）

３５※

３４．５

３３．１

４５※

４４．５

４３．１

５０※

４９．５

４８．１

６０

５８

５６．６

６５

６４

６２．６

７５※

７４

７２．６

８０

７９．５

７８．１

９５

９４．５

９２．９

１２０※

１１９

１１７．４

呼　称

外径（a）

内径（b）

リードレンCたて 　（単位：㎜）

ホース内径は最小内径で表示しております。
※印は受注生産となります。（納期約２週間）

外径（a）

高さ寸法（e）

幅寸法（d）

筒内径（c）
ホース内径（b）

ホース外径（a）

２４２３

■ステンレス製脱気筒

■断熱材・絶縁材

■改修用ドレン

●ステンレスベーパス/W

●ギルフォームS
　　　　　　　（605×910㎜）

●ＲＢボード/スタイロフォームRB－GK－Ⅱ
　　　　　　　（910×910㎜）　　　　　

●絶縁クロス1000（1ｍ×100ｍ）

●リードレンC たて・よこ

●ドレンキャップ190/ＡＳ

●ドレンキャップ横引用C200/ＡＳ

●トルネードドレン 80/90

耐候性、耐久性にすぐれたステンレスを用いた平面部用の通気シス

テム材です。通気効果と防水層の納まりを考えた構造になっていま

す。二重式のベーパスWは断熱工法に使用します。 （各1個／箱）

硬質ウレタンフォームの両面にガラスマットを貼り合わせた、露出防

水用の断熱材です。環境問題に十分配慮した「ノンフロン」の断熱

材で、熱伝導率が極めて小さく、大きな断熱効果を得られます。

連続押し出し発泡による硬質ポリスチレンフォーム製で「ノンフロン」

の断熱材です。優れた断熱効果はもとより、高い圧縮強度と極めて

低い吸水性を生かし、保護押え断熱防水用として、防水層の上に用

います。

ポリプロピレンのフイルムヤーンクロスです。丈夫で施工しやすい

保護シートです。

※各材料の寸法は実際の製品と若干異なる場合があります。

厚さ 25・30・35・40・50・60㎜

厚さ 25・30・35・40・50・60㎜

改修工事用銅製ドレンです。既存のドレンの上にセットして、2 重

ドレンシステムとなります。

既存下地からの余分な水分を無理なく排出し、新規防水層との接続

を確実にします。

※寸法等詳細は別冊「リードレンC」カタログをご参照ください。

アルミ製のたて引き用ドレンキャップです。

アルミ製の横引用ドレンキャップです。

排水溝に取り付けた羽根により、効率的に雨水を排水することで、排

水性能低下のデメリットを解消した改修用2 重ドレンです。

筒外径８０㎜/８８㎜　各1個／箱

３００

３００

２００

２００

２０５

１９０

１７０

１１４
１４０

１１０

１１０

２０５

１５０

ステンレスベーパスＷステンレスベーパス

リードレンCたてトルネードドレン８０/９０

リードレンC 横

たて ９サイズ（標準品　５種）
横　７サイズ（標準品　３種）

ドレンキャップ１９０
1個／箱

ドレンキャップＡＳ
５個／箱

ドレンキャップ
横引用C200

１個／箱

ドレンキャップ
横引用AS
１個／箱

３５

２００

１５０

１５０

S

●リードレンC たて/横

ギルフォームS

RBボード

スタイロフォームRB-GK-Ⅱ



Ａ‐３ ブリックレッド Ａ‐１０１R ライトグレーRＡ‐２３R モスグリーンR

Ａ‐２４ パステルグリーン ※ Ａ‐６１R ベージュR ※ Ａ‐６２R クリームイエローR ※ Ａ‐６３ ホワイトローズ ※ Ａ‐１０２ ブルーグレー ※

Ａ‐１１ メタリックライト（旧称：ＳＰライト） Ａ‐１２ メタリックグリーン ※ Ａ‐１５ メタリックブラック ※ Ａ‐１６ メタリックブラウン ※

ホワイトグリーン アイボリーホワイト

Ａ‐１７ メタリックブルー ※

２５ ２６

ポリマリット防水の副資材 製品一覧表

■プライマーほか下地処理材
水性プライマーＡＳ
ゴムアスエマルション系プライマー

アスファルトプライマー
アスファルト系プライマー

ゴムアスプライマー
改質アスファルト系プライマー

アスファルトプライマーＳＳ
速乾性アスファルト系プライマー

リベース
アスファルト系下地活性材

レイコーセメント
改質アスファルト系接着材

強力ガムシール
改質アスファルト系不定型シール材

リグレー
高分子エマルション系ポリマーセメントモルタル

リグレーエポ
速硬型水性エポキシ系樹脂モルタル

サポータイト
ゴムアスエマルション系下地処理材

■仕上塗料

ＳＰカラー
アクリルエマルション系カラー塗料

ＳＰサーモコート
アクリルエマルション系遮熱塗料

※1 第2石油類　危険等級Ⅲ

※2 指定可燃物　可燃性固体類

品　名

品　名

厚さ［㎜］ 寸　法 重　量

重　量

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリット35

ポリマリット25

ポリマリットST

ポリマリットGL

PMスポット32

メルトテープ

ポリマリットGLテープ

ストライプガムクールP

絶縁クロス

バリテープＰＭ

グルーテープ50

RBセメント

ギルフォーム30㎜

RBボード35㎜

4.0

4.0

3.5

2.5

2.0

2.0

0.8

1.0

2.0

1.0

2.0

1.1

30

35

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×32ｍ巻

15㎝×25ｍ巻

18㎝×8ｍ巻

1×16ｍ巻

107㎝×100ｍ巻

10㎝×8ｍ巻

5㎝×20ｍ巻

605×910㎜

910×910㎜

38㎏

38㎏

34㎏

23㎏

23㎏

20㎏

25㎏

3.7㎏

3.7㎏

18㎏

9㎏

3㎏

1.5㎏

20㎏/缶

17㎏/缶

15.5㎏/缶

15㎏/缶

16㎏/缶

24㎏/缶

18㎏/缶

330ccカートリッジ

内　容

改質アスファルト系

シート

改質アスファルト系

テープ

補助材

断熱材

下地処理材

仕上げ材

主剤 15㎏/缶　パウダー 25㎏/袋

主剤 4㎏　硬化剤 4㎏　パウダー 20㎏

20本/箱

主剤 18㎏/缶
リグレーパウダー（厚塗り用 20㎏/袋・薄塗り用 20㎏/袋）

色：ホワイトグリーン・アイボリーホワイト

Ａ‐１１・Ａ‐１２・Ａ‐１５・Ａ‐１６・Ａ‐１７

リグレーパウダー

リグレー

サポータイト 主剤 粉体

水性プライマーＡＳ

アスファルトプライマー アスファルトプライマーＳＳ

ゴムアスプライマー リベース レイコーセメント

強力ガムシール

水性プライマーAS

アスファルトプライマー ※1

ゴムアスプライマー ※1

アスファルトプライマーＳＳ ※1

リベース ※1

レイコーセメント ※2

強力ガムシール ※2

リグレー

リグレーエポ

サポータイト

SPカラー

SPサーモコート
※受注生産色（納期約１週間）この見本の色は印刷上、現物と幾分違いがあります。

色：Ａ‐３・Ａ‐２３R・Ａ‐２４・Ａ‐６１R・Ａ‐６２R・Ａ‐６３・
Ａ‐１０１R・Ａ‐１０２

18㎏/缶

15㎏/缶

18㎏/缶

リグレーエポ

クールグランド
速硬型水性ゴムアスファルト系仮防水材

水性プライマーAS
ゴムアスエマルション系プライマー

アスファルトプライマー
アスファルト系プライマー

アスファルトプライマーSS
速乾性アスファルト系プライマー

リベース
アスファルト系下地活性材

強力ガムシール
改質アスファルト系不定型シール材

リグレー
高分子エマルション系ポリマーセメントモルタル

リグレーエポ
速硬型水性エポキシ系樹脂モルタル

クールベース
ゴムアスエマルション系下地処理材

SPファインカラー
アクリル樹脂を主成
分とするエマルショ
ン系高反射塗料です。
防水層の温度上昇を
抑制し劣化を軽減す
る効果を発揮します。

アクリル樹脂に骨材
を加えたエマルショ
ン系高反射塗料です。
防火性能に優れ、防
水層を火災時の飛び
火から保護する機能
もあります。

明度を下げることで
照り返しによる眩し
さを抑えつつ、反射
効果を発揮するエマ
ルション系塗料です。

土・砂・花粉・珪藻
類等の自然環境に起
因した堆積物の影響
から、防水層表面を
保護する効果を持つ
骨材入り塗料です。

A-１０１ ライトグレー

I-１０３ ミッドグレー

TH-６９ サーモアイボリー 

CL-１０９ CLグレー

A-２５ ミントグリーン

I-３３ ミッドチェリー

A-１２２ マットシルバー

I-２７ ミッドリーフ

TH-２９ サーモグリーン TH-１０００ サーモホワイト

SPスーパーサーモコート

CL-１２２ CLマットシルバー

A-６６ ライトブラウン

I-６３ ミッドベージュ

TH-１０９ サーモグレー

CL-６９ CLアイボリー

●各色は印刷のため、現物との差異がありますので、ご決定の際は色見本帳などをご参照ください。

SPクリーンカラー

SPサーモコート

■高反射保護塗料

■プライマーほか下地処理材

クールグランドクールベースクールベース

リグレーパウダー

リグレー

アスファルトプライマー

水性プライマーAS リベース

アスファルトプライマーSS
強力ガムシール

SPミッドカラー

※各塗布量の下限値を確保することで本来の性能を満たすように設計されています。

塗布量：0.4 ～ 0.6kg/㎡

塗布量：0.8 ～ 1.2kg/㎡（2 回塗り）

塗布量：0.5 ～ 0.7kg/㎡

塗布量：0.5 ～ 0.6kg/㎡（1 回塗り）
0.7 ～ 0.8kg/㎡（2 回塗り）

リグレーエポ



Ａ‐３ ブリックレッド Ａ‐１０１R ライトグレーRＡ‐２３R モスグリーンR

Ａ‐２４ パステルグリーン ※ Ａ‐６１R ベージュR ※ Ａ‐６２R クリームイエローR ※ Ａ‐６３ ホワイトローズ ※ Ａ‐１０２ ブルーグレー ※

Ａ‐１１ メタリックライト（旧称：ＳＰライト） Ａ‐１２ メタリックグリーン ※ Ａ‐１５ メタリックブラック ※ Ａ‐１６ メタリックブラウン ※

ホワイトグリーン アイボリーホワイト

Ａ‐１７ メタリックブルー ※

２５ ２６

ポリマリット防水の副資材 製品一覧表

■プライマーほか下地処理材
水性プライマーＡＳ
ゴムアスエマルション系プライマー

アスファルトプライマー
アスファルト系プライマー

ゴムアスプライマー
改質アスファルト系プライマー

アスファルトプライマーＳＳ
速乾性アスファルト系プライマー

リベース
アスファルト系下地活性材

レイコーセメント
改質アスファルト系接着材

強力ガムシール
改質アスファルト系不定型シール材

リグレー
高分子エマルション系ポリマーセメントモルタル

リグレーエポ
速硬型水性エポキシ系樹脂モルタル

サポータイト
ゴムアスエマルション系下地処理材

■仕上塗料

ＳＰカラー
アクリルエマルション系カラー塗料

ＳＰサーモコート
アクリルエマルション系遮熱塗料

※1 第2石油類　危険等級Ⅲ

※2 指定可燃物　可燃性固体類

品　名

品　名

厚さ［㎜］ 寸　法 重　量

重　量

ポリマリットキャップ

ポリマリット40

ポリマリット35

ポリマリット25

ポリマリットST

ポリマリットGL

PMスポット32

メルトテープ

ポリマリットGLテープ

ストライプガムクールP

絶縁クロス

バリテープＰＭ

グルーテープ50

RBセメント

ギルフォーム30㎜

RBボード35㎜

4.0

4.0

3.5

2.5

2.0

2.0

0.8

1.0

2.0

1.0

2.0

1.1

30

35

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×8ｍ巻

1×32ｍ巻

15㎝×25ｍ巻

18㎝×8ｍ巻

1×16ｍ巻

107㎝×100ｍ巻

10㎝×8ｍ巻

5㎝×20ｍ巻

605×910㎜

910×910㎜

38㎏

38㎏

34㎏

23㎏

23㎏

20㎏

25㎏

3.7㎏

3.7㎏

18㎏

9㎏

3㎏

1.5㎏

20㎏/缶

17㎏/缶

15.5㎏/缶

15㎏/缶

16㎏/缶

24㎏/缶

18㎏/缶

330ccカートリッジ

内　容

改質アスファルト系

シート

改質アスファルト系

テープ

補助材

断熱材

下地処理材

仕上げ材

主剤 15㎏/缶　パウダー 25㎏/袋

主剤 4㎏　硬化剤 4㎏　パウダー 20㎏

20本/箱

主剤 18㎏/缶
リグレーパウダー（厚塗り用 20㎏/袋・薄塗り用 20㎏/袋）

色：ホワイトグリーン・アイボリーホワイト

Ａ‐１１・Ａ‐１２・Ａ‐１５・Ａ‐１６・Ａ‐１７

リグレーパウダー

リグレー

サポータイト 主剤 粉体

水性プライマーＡＳ

アスファルトプライマー アスファルトプライマーＳＳ

ゴムアスプライマー リベース レイコーセメント

強力ガムシール

水性プライマーAS

アスファルトプライマー ※1

ゴムアスプライマー ※1

アスファルトプライマーＳＳ ※1

リベース ※1

レイコーセメント ※2

強力ガムシール ※2

リグレー

リグレーエポ

サポータイト

SPカラー

SPサーモコート
※受注生産色（納期約１週間）この見本の色は印刷上、現物と幾分違いがあります。

色：Ａ‐３・Ａ‐２３R・Ａ‐２４・Ａ‐６１R・Ａ‐６２R・Ａ‐６３・
Ａ‐１０１R・Ａ‐１０２

18㎏/缶

15㎏/缶

18㎏/缶

リグレーエポ

※1 第 2 石油類　危険等級Ⅲ
※2 指定可燃物　可燃性固体類

品　名 規　格

改質アスファルト系

シート

ポリマリットキャップ 1m× 8m巻　厚さ：4.0㎜

ポリマリット 40 1m× 8m巻　厚さ：4.0㎜

ポリマリット 35 1m× 8m巻　厚さ：3.5㎜

ポリマリット 25 1m× 8m巻　厚さ：2.5㎜

ポリマリットST 1m× 8m巻　厚さ：2.3㎜（粘着層を含まない）

ポリマリットGL 1m× 8m巻　厚さ：2.0㎜

PMスポット 32 1m× 32m巻　厚さ：0.8㎜

改質アスファルト系

テープ

メルトテープR 150㎜× 25m巻

ポリマリットGLテープ 180㎜× 8m巻

補助材

ダンパーシート 1m× 32m巻　厚さ：0.8㎜（粘着層を含む）

絶縁クロス 1000 1m× 100m巻

バリテープH 100㎜× 10m巻　8 巻／箱

レイコーセメント ※2 18㎏／缶

RBセメント 20㎏／缶

断熱材

ギルフォームS 605㎜× 910㎜　厚さ：25・30・35・40・50・60㎜

RBボード 910㎜× 910㎜　厚さ：25・30・35・40・50・60㎜

スタイロフォームRB-GK-Ⅱ 910㎜× 910㎜　厚さ：25・30・35・40・50・60㎜

品　名 規　格

下地処理材

保護塗料

水性プライマーAS 17㎏／缶

アスファルトプライマー ※1 15.5㎏／缶

アスファルトプライマーSS ※1 16㎏／缶

リベース ※1 20㎏／缶

強力ガムシール ※2 330ccカートリッジ× 20 本／箱、20㎏／缶、9㎏／缶

リグレー 18㎏／缶

リグレーパウダー 厚塗り用、薄塗り用　各 20㎏／袋

リグレーエポ 28㎏セット（主剤：4㎏／硬化剤：4㎏／パウダー 20㎏／袋）

クールベース　 クールベース：8㎏／缶／クールベースパウダー：16㎏／袋

クールグランド クールグランド：8㎏／缶／グランドパウダー：12㎏／袋

SPファインカラー 18㎏／缶

SPサーモコート/SPスーパーサーモコート 18㎏／缶

SPミッドカラー 18㎏／缶

SPクリーンカラー 18㎏／缶

SPマルチカラー 18㎏／缶　マルチグレー、マルチグリーン、マルチレッド

※改質アスファルト系シートにつきましては、納品時に一定の割合で１ヵ所切
　断している製品（2 ピース品）が混在しておりますので、ご了承ください。

※各材料の寸法・重量は実際の製品と若干異なる場合があります。



ポリマリットＧＬ
（幅200㎜）

エンドラップは
つきつけ

ピース

ポリマリットＳＴ

バンク

バーナー

ロールフッカー

下地

斜めにカット

三枚重ね部

表面砂を焙り、コテで沈ませる

はみ出し
アスファルト（バンク）

連続自着層

ＰＭスポット32

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＧＬ

後退法 前進法

２７ ２８

施　工

■ポリマリットのトーチ・オンのポイント
　●加熱のポイント
　　トーチバーナーの炎はポリマリットのロールと下地の

　　接する部分に集中させ、まんべんなく焙り、加熱します。

　●アスファルトバンク
　　溶け出した改質アスファルトが、下地との間隙を埋め

　　て接着させます。

　　加熱の目安は溶けた改質アスファルト（バンク）がジョ

　　イント部からはみ出すくらいを目安とします。

■後退法と前進法
後退法
ロールフッカーを使った、一般的な施工法です。加熱状態

が確認できる利点がありますが、後退姿勢に安全上の注意

が必要です。

前進法
足で押さえながら加熱前進する方法です。表面に足形がつ

く可能性がありますので、焙り具合の確認には十分注意し

ます。

■ポリマリットキャップ、ラップ部の処理
　●三枚重ね部
　　三枚重ねになる部分は、局部的に厚くなるのを防ぐた

　　め、中間にくるシートの隅をあらかじめ斜めにカットし

　　ます。（他の厚手のシートもこれに準じます）

　●長手方向のラップ
　　長手方向の接合は、必ず表面をバーナーで加熱し、コ

　　テを使って、砂を沈める前処理を行います。その後、上

　　にくるシートの裏面を充分に焙りながら重ね合わせます。

ポリマリット防水はプレハブ化されたアスファルト防水です。
改質アスファルトをバーナーで溶融して、防水層を成形していく施工の考え方は、熱
アスファルト防水と変わることがありません。またポリマリット防水は改質アスファル
トを用いることにより、施工の省力化が図られています。
工程が少なくなった分、よりていねいな施工が大切です。

■ポリマリットＳＴの貼り方
　●敷き込み
　　パラペットのきわまで突きつけとなるように敷き込み

　　ます。（ただし、ドレン廻り、役物廻り、側溝部のように

　　密着貼を必要とする部位は少し控えます）

　●サイドラップの処理
　　裏面のストライプ状自着層は、左と右でパターンが異

　　なりますから、施工の際ご注意ください。水密製・通気

　　性を確保するために、必ず連続自着層が上になるよう

　　に貼り重ね、ローラーで十分に圧着します。

　●エンドラップの処理
　　エンドラップは突きつけとし、ＳＴの表面を加熱溶融さ

　　せながら、ポリマリットＧＬ（200㎜幅）を増貼りします。

　　※寒冷地でのポリマリットＳＴの貼りつけにはバーナー

　　　を併用してください。

■ＰＭスポット32の貼り方
　●平面部にＰＭスポット32を敷きならべます。（フィルム

　　面が下地側、粉面を上側です）

　●ＰＭスポット32相互は突きつけとし、隣接するシート

　　との通気をスムーズに行うため、ＧＬテープのピース

　　（短尺）を上からセットします。

　●ドレン廻り、役物廻り、側溝部のように密着貼を必要と

　　する部位は少し控えます。

■ポリマリットＧＬの貼り方
　●全面密着タイプですので、サイドラップ・エンドラップともに所定の重ね幅をとり接合します。

　　下地との間に浮きが生じぬよう、転圧ローラーで圧着します。

　●2層目のシートとラップ部が、同位置で重ならないよう割りつけてください。

　※寒冷地でのポリマリットＧＬの貼りつけには、バーナーを併用してください。

施工者の方へ ●ポリマリットの施工については、ポリマリットの施工要領書に基づき、無理をしないよう、ていねいな施工をし
　てください。



ポリマリットＧＬ
（幅200㎜）

エンドラップは
つきつけ

ピース

ポリマリットＳＴ

バンク

バーナー

ロールフッカー

下地

斜めにカット

三枚重ね部

表面砂を焙り、コテで沈ませる

はみ出し
アスファルト（バンク）

連続自着層

ＰＭスポット32

ポリマリットＳＴ

ポリマリットＧＬ

後退法 前進法

２７ ２８

施　工

■ポリマリットのトーチ・オンのポイント
　●加熱のポイント
　　トーチバーナーの炎はポリマリットのロールと下地の

　　接する部分に集中させ、まんべんなく焙り、加熱します。

　●アスファルトバンク
　　溶け出した改質アスファルトが、下地との間隙を埋め

　　て接着させます。

　　加熱の目安は溶けた改質アスファルト（バンク）がジョ

　　イント部からはみ出すくらいを目安とします。

■後退法と前進法
後退法
ロールフッカーを使った、一般的な施工法です。加熱状態

が確認できる利点がありますが、後退姿勢に安全上の注意

が必要です。

前進法
足で押さえながら加熱前進する方法です。表面に足形がつ

く可能性がありますので、焙り具合の確認には十分注意し

ます。

■ポリマリットキャップ、ラップ部の処理
　●三枚重ね部
　　三枚重ねになる部分は、局部的に厚くなるのを防ぐた

　　め、中間にくるシートの隅をあらかじめ斜めにカットし

　　ます。（他の厚手のシートもこれに準じます）

　●長手方向のラップ
　　長手方向の接合は、必ず表面をバーナーで加熱し、コ

　　テを使って、砂を沈める前処理を行います。その後、上

　　にくるシートの裏面を充分に焙りながら重ね合わせます。

ポリマリット防水はプレハブ化されたアスファルト防水です。
改質アスファルトをバーナーで溶融して、防水層を成形していく施工の考え方は、熱
アスファルト防水と変わることがありません。またポリマリット防水は改質アスファル
トを用いることにより、施工の省力化が図られています。
工程が少なくなった分、よりていねいな施工が大切です。

■ポリマリットＳＴの貼り方
　●敷き込み
　　パラペットのきわまで突きつけとなるように敷き込み

　　ます。（ただし、ドレン廻り、役物廻り、側溝部のように

　　密着貼を必要とする部位は少し控えます）

　●サイドラップの処理
　　裏面のストライプ状自着層は、左と右でパターンが異

　　なりますから、施工の際ご注意ください。水密製・通気

　　性を確保するために、必ず連続自着層が上になるよう

　　に貼り重ね、ローラーで十分に圧着します。

　●エンドラップの処理
　　エンドラップは突きつけとし、ＳＴの表面を加熱溶融さ

　　せながら、ポリマリットＧＬ（200㎜幅）を増貼りします。

　　※寒冷地でのポリマリットＳＴの貼りつけにはバーナー

　　　を併用してください。

■ＰＭスポット32の貼り方
　●平面部にＰＭスポット32を敷きならべます。（フィルム

　　面が下地側、粉面を上側です）

　●ＰＭスポット32相互は突きつけとし、隣接するシート

　　との通気をスムーズに行うため、ＧＬテープのピース

　　（短尺）を上からセットします。

　●ドレン廻り、役物廻り、側溝部のように密着貼を必要と

　　する部位は少し控えます。

■ポリマリットＧＬの貼り方
　●全面密着タイプですので、サイドラップ・エンドラップともに所定の重ね幅をとり接合します。

　　下地との間に浮きが生じぬよう、転圧ローラーで圧着します。

　●2層目のシートとラップ部が、同位置で重ならないよう割りつけてください。

　※寒冷地でのポリマリットＧＬの貼りつけには、バーナーを併用してください。

施工者の方へ ●ポリマリットの施工については、ポリマリットの施工要領書に基づき、無理をしないよう、ていねいな施工をし
　てください。



３０２９

施　工 工　具

断熱工法の注意点
■露出断熱工法：ギルフォームの取りつけ方
●ギルフォームの下地への接着方法は、レイコーセメントによ

　るクシ刷毛塗布と、両面自着シート、ストライプガムクールＰ

　による貼りつけ方式の、2方法があります。

●レイコーセメントの場合は塗布量の確保を、ストライプガム

　クールＰの場合は転圧に注意し、ギルフォームの下地への密

　着性を高めます。

●不陸で浮きを生じたときは、ギルフォームにカッターで背割

　りを入れてなじませます。

●貼りつけ方は「千鳥貼り」とします。（右図参照）

■押え断熱工法：ＲＢボードの取りつけ方
●防水施工が完了した後、グルーテープ50（両面粘着）または

　RBセメントを用いてＲＢボードを貼りつけます。

●ＲＢボード1枚に2通しとなるよう、テープ間隔を設定してく

　ださい。RBセメントによる貼りつけの場合は0.5㎏/㎡使用

　し点貼りします。

●良くなじむようＲＢボードを圧着し、必要に応じて背割りを施

　します。

●ガムシールを点づけし、絶縁クロスを敷き込みます。

ポリマリット防水用工具は全て日本人の体型を考えた、国産の田島オリジナル品です。

レイコーセメント
またはガムクールＰ

ポリマリットST

絶縁クロス

RBボード

グルーテープ50
またはRBセメント

ガムシール

ギルフォーム

ギルフォームの取つけ方

ベント

ノズル

ゴムホース

コテ ロールフッカー

●ポリマリットバーナーキット

国産トーチ工法用のバーナーです。軽量化、

逆火防止装置の採用など、日本人の体型に

合わせた取扱い易さと、安全性の面で数々の

工夫がこらされています。

●ボンベキャリー

プロパンボンベを乗せるキャリヤーで、防水層

を傷つけることなくプロパンボンベの移動が

できます。

●ルーフィングカッターＤＸ

ポリマリットＳＴ・ＧＬの本体を傷つけず、剥離紙

のみを切るための特殊カッターです。自着タイプ

のシート加工には便利な工具です。

●トライアングルフッカー

片手でバーナーを持ち、もう一方の手でルー

フィングのロールを手前に引くための専用

フッカーです。施工の効率化が図れます。

●転圧ローラー600

ポリマリットＳＴ、ＧＬの転圧用ローラーです。

プライマーなどの缶を車台に載せて用います。

●ギルフォームSの下地への接着方法は、レイコーセメントに

　よる点貼りと、両面自着シート、ダンパーシートによる貼り

　つけ方式の、2 方法があります。

●レイコーセメントの場合は塗布量（0.8㎏/㎡）の確保を、

　ダンパーシートの場合は転圧に注意し、ギルフォームSの下地

　への密着性を高めます。

●不陸で浮きを生じたときは、ギルフォームSにカッターで

　背割りを入れてなじませます。

●貼りつけ方は「千鳥貼り」とします。（右図参照）

●防水施工が完了した後、　RBセメントを用いてＲＢボードを

　貼りつけます。

●RBセメントによる貼りつけには 0.5㎏/㎡使用し点貼りし

　ます。

●良くなじむようＲＢボードを圧着し、必要に応じて背割りを

　施します。

●RBセメントを点づけし、絶縁クロス1000 を敷き込みます。

■露出断熱工法：ギルフォームSの取りつけ方

レイコーセメント
またはダンパーシート

ポリマリットST

ギルフォームS

ギルフォームSの取りつけ方

絶縁クロス1000

RBボード

RBセメント点貼り

RBセメント



３０２９

施　工 工　具

断熱工法の注意点
■露出断熱工法：ギルフォームの取りつけ方
●ギルフォームの下地への接着方法は、レイコーセメントによ

　るクシ刷毛塗布と、両面自着シート、ストライプガムクールＰ

　による貼りつけ方式の、2方法があります。

●レイコーセメントの場合は塗布量の確保を、ストライプガム

　クールＰの場合は転圧に注意し、ギルフォームの下地への密

　着性を高めます。

●不陸で浮きを生じたときは、ギルフォームにカッターで背割

　りを入れてなじませます。

●貼りつけ方は「千鳥貼り」とします。（右図参照）

■押え断熱工法：ＲＢボードの取りつけ方
●防水施工が完了した後、グルーテープ50（両面粘着）または

　RBセメントを用いてＲＢボードを貼りつけます。

●ＲＢボード1枚に2通しとなるよう、テープ間隔を設定してく

　ださい。RBセメントによる貼りつけの場合は0.5㎏/㎡使用

　し点貼りします。

●良くなじむようＲＢボードを圧着し、必要に応じて背割りを施

　します。

●ガムシールを点づけし、絶縁クロスを敷き込みます。

ポリマリット防水用工具は全て日本人の体型を考えた、国産の田島オリジナル品です。

レイコーセメント
またはガムクールＰ

ポリマリットST

絶縁クロス

RBボード

グルーテープ50
またはRBセメント

ガムシール

ギルフォーム

ギルフォームの取つけ方

ベント

ノズル

ゴムホース

コテ ロールフッカー

●ポリマリットバーナーキット

国産トーチ工法用のバーナーです。軽量化、

逆火防止装置の採用など、日本人の体型に

合わせた取扱い易さと、安全性の面で数々の

工夫がこらされています。

●ボンベキャリー

プロパンボンベを乗せるキャリヤーで、防水層

を傷つけることなくプロパンボンベの移動が

できます。

●ルーフィングカッターＤＸ

ポリマリットＳＴ・ＧＬの本体を傷つけず、剥離紙

のみを切るための特殊カッターです。自着タイプ

のシート加工には便利な工具です。

●トライアングルフッカー

片手でバーナーを持ち、もう一方の手でルー

フィングのロールを手前に引くための専用

フッカーです。施工の効率化が図れます。

●転圧ローラー600

ポリマリットＳＴ、ＧＬの転圧用ローラーです。

プライマーなどの缶を車台に載せて用います。

国産トーチ工法用のバーナーです。軽量

タイプで、日本人の体型に合わせた取扱い

易さと、安全性の面で数々の工夫がこら

されています。

ゴムホース

ロールフッカー
コテ

ノズル

ベント

グリップ

●ルーフィングカッターＤＸ

ポリマリットＳＴ・ＧＬの本体を傷つけず、剥離紙

のみを切るための特殊カッターです。自着タイプ

のシート加工には便利な工具です。

●ト ●Pバーナーレギュレーターライアングルフッカー

片 バーナー用 LPGガスボンベとホース間に
接続し、ボンベの圧力をポリマリットバー
ナーに適したレベルに制御します。

手でバーナーを持ち、もう一方の手でルー

フィングのロールを手前に引くための専用

フッカーです。施工の効率化が図れます。

●転圧ローラー600

ポリマリットＳＴ、ＧＬの転圧用ローラーです。

プライマーなどの缶を車台に載せて用います。
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ポリマリットに用いられる改質アスファルトは、過酷な耐久性試験の

3000時間後も、なんら異状がありませんでした。

まとめ

破断抵抗性試験結果

耐疲労試験結果

試験方法／下地亀裂の幅0.5～2.5㎜の拡大・縮小を2分

　　　　　に1回の割合で繰り返す。

ポリマリット防水の特性

ポリマリット防水の改質アスファルトシートは、強靭な合成繊維不織布を基材とし、その基材には

改質アスファルトが含浸、およびコーティングされています。このコンビネーションが防水性能の

高さと、優れた耐久性を発揮するのです。

促進老化試験

試験方法／ＡＳＴＭ　Ｄ529ーDaily cycle A に準ずる

試験結果／表層に薄い亀裂紋様を生じるが、以後は進行が見られず、3000時間経過後の導通試験

　　　　　にても異常は認められない。

■特殊改質アスファルトの耐候性（露出工法用）
防水層の劣化要因には、紫外線・熱・空気中の酸素やオゾンによるもの、および温冷や乾湿の繰り返しによるものな

どがあります。そのため、特に露出防水層の場合には耐久性の高い材料が要求されます。

促進老化試験であきらかなように、ポリマリットキャップ、ポリマリット40・35に用いられる特殊改質アスファルトは、

きわだった耐候性を有しています。

■ポリマリットキャップ・ポリマリット40の下地亀裂追従性
建物は常に動いています。とくに屋根は温度変化も大きいため、防水層はそれらの動きにどこまで追従するかが重

要です。ポリマリット防水の改質アスファルトシートは伸びなどの特性に加え、下地クラックのような局部的くり返し

運動に優れた特性をもっています。試験は亀裂部分を想定して、その箇所に起きる防水層破断応力への抵抗性を

みたものです。

■ポリマリット防水層の耐疲労性
ポリマリット防水の改質アスファルトシートは、コンクリートの膨張・収縮や振動にたいし、防水層が致命的な変形や

疲労破断を起こすことがなく、高い防水性能が維持されます。

破断抵抗性試験

試験方法／スレート板下地に防水層を施工し、中央部の亀裂を一定速

　　　　　度（5㎜/min）で開いていき、防水層破断時の強度をその

　　　　　亀裂幅で測定する。
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技術資料

亀裂幅25㎜で破断

しません。

促進老化試験結果促進老化試験風景 耐疲労試験風景

破断抵抗性試験風景
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通気性能試験結果
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技術資料

■ポリマリットＳＴの通気性能
下地コンクリートに含まれる水分を、完全に除去した上で防水施工することは、実際上不可能です。

とくに改修工事では、押えコンクリートの上にかぶせる工法で新規防水層を施すと、防水層にフクレが発生するおそ

れがあります。そのため防水施工後の下地水分を、防水層の下で通気させ、外部に排出させる必要が生じます。

ポリマリットＳＴはストライプ状に配されたゴムアス自着層により、防水層は下地に部分接着され、その空げきは通気

路として、スムーズな通気性能が確保されます。

■水性プライマーＡＳの特性
トーチ工法用シートのプライマーには、安全性を考慮して水性プライマーＡＳの採用を標準化しました。水性プライ

マーＡＳは通常のアスファルトプライマーと同等、もしくはそれ以上の接着力が得られます。この水性プライマーＡＳ

が充分な接着力を発揮するかをみるため、180 ピ゚ーリングと垂直引張試験を行いました。

試験方法

①180 ピ゚ーリング試験は、材料相互の接着性の良し悪しを調べる最

　も標準的な試験方法で、剥離させようとする外力に対抗する力を評

　価する方法です。

②垂直引張試験は、風飛びなど、防水層を浮き上がらせようとする力に

　代表される、防水層に垂直方向に加わる外力に対抗する力を評価す

　る方法です。

　〈JIS A 6013 改質アスファルトルーフィングシート「接着性能」に準ずる〉

ＳＴ工法は優れた通気性能

を示し、しかも経時に伴う

通気性能の低下も、ごくわ

ずかしかみられません。

まとめ

試験場における通気試験風景

試験方法

図のような試験体を試験装置にとりつけ、10㎜ Aqの圧力空気を試験

体の送気口から送り込みます。微少流量計により1分間当たりの流出

空気量を読みとります。

技術資料／露出防水における留意点



通気性能試験結果

垂直引張試験180 ピ゚ーリング試験

1000

800

600

6 12 18 24 （週）

流量(㎝/min)

プライマー

防水材

防水材

スレート下地
プライマー

スレート下地

シーリング処理 下地

（単位：ｍｍ）
試験体

試験体

送気用溝
送気口

（供試体寸法　100×500）

100 5
0
0

6
0
0

1200

全面接着

試験結果（試験温度20℃）

180℃ピーリング試験

垂直引張試験

ポリマリットＧＬ
（自着層付シート）

86｛8.8｝

25｛2.6｝

強度Ｎ/25㎜｛ｋｇｆ/25㎜｝

強度Ｎ/㎝｛ｋｇｆ/㎝｝

52｛5.3｝

13｛1.3｝

試験項目 ポリマリット40

2 2

平　面

側　面

３

３３ ３４

技術資料

■ポリマリットＳＴの通気性能
下地コンクリートに含まれる水分を、完全に除去した上で防水施工することは、実際上不可能です。

とくに改修工事では、押えコンクリートの上にかぶせる工法で新規防水層を施すと、防水層にフクレが発生するおそ

れがあります。そのため防水施工後の下地水分を、防水層の下で通気させ、外部に排出させる必要が生じます。

ポリマリットＳＴはストライプ状に配されたゴムアス自着層により、防水層は下地に部分接着され、その空げきは通気

路として、スムーズな通気性能が確保されます。

■水性プライマーＡＳの特性
トーチ工法用シートのプライマーには、安全性を考慮して水性プライマーＡＳの採用を標準化しました。水性プライ

マーＡＳは通常のアスファルトプライマーと同等、もしくはそれ以上の接着力が得られます。この水性プライマーＡＳ

が充分な接着力を発揮するかをみるため、180 ピ゚ーリングと垂直引張試験を行いました。

試験方法

①180 ピ゚ーリング試験は、材料相互の接着性の良し悪しを調べる最

　も標準的な試験方法で、剥離させようとする外力に対抗する力を評

　価する方法です。

②垂直引張試験は、風飛びなど、防水層を浮き上がらせようとする力に

　代表される、防水層に垂直方向に加わる外力に対抗する力を評価す

　る方法です。

　〈JIS A 6013 改質アスファルトルーフィングシート「接着性能」に準ずる〉

ＳＴ工法は優れた通気性能

を示し、しかも経時に伴う

通気性能の低下も、ごくわ

ずかしかみられません。

まとめ

試験場における通気試験風景

試験方法

図のような試験体を試験装置にとりつけ、10㎜ Aqの圧力空気を試験

体の送気口から送り込みます。微少流量計により1分間当たりの流出

空気量を読みとります。

試験結果（試験温度 20℃）

試験項目 ポリマリット 40 ポリマリットＧＬ
（自着層付シート）

180℃ピーリング試験 強度Ｎ/25㎜ 86 52

垂直引張試験 強度Ｎ/㎠ 25 13

技術資料／露出防水における留意点

【露出防水における留意点】

　露出防水においては下記のような状況が見られる事がありますが、防水性能に支障はありません。

 ・ルーフィングのジョイント部からはみ出したアスファルトに生ずるひび割れ

 ・下地の含有水分による防水層のふくれや、砂付ルーフィングの砂粒の隙間に入り込んだ湿気による表層のふくれ

 ・雨水が滞留しやすい箇所に粉塵、泥、花粉、黄砂等が堆積し、乾燥収縮する事で生ずる表層クラック

 ・砂付ルーフィングに付着している余剰砂の脱落

 ・砂に含有される鉄分による錆

※保護塗料は経年によりひび割れや減耗を生じます。これらの現象は防水性能に支障を及ぼすものではありませんが、保護塗料は定期的　

　な塗り替えをご推奨します。

※端末シールは経年によりひび割れや減耗を生じます。納まりが適切であれば、これらの現象は防水性能に直ちに支障を及ぼすものでは　

　ありませんが、端末シールは定期的な打ち替えをご推奨します。　
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